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ま
だ
ま
だ
、
残
暑
が
続
い
て
お
り
、
水
分
や
塩
分
補
給
を

ど
ん
な
に
し
て
い
て
も
、
体
力
低
下
は
否
め
ま
せ
ん
。
健
康

管
理
で
一
番
大
切
な
事
は
、
や
は
り
歯
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
歯
磨
き
は
、
も
ち
ろ
ん
の
事
、
歯
医
者
で
歯
垢
を
取
り

除
く
事
で
、
健
康
な
歯
で
美
味
し
い
物
を
食
べ
る
事
が
長
生

き
の
秘
訣
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
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 ■「
自
分
だ
け
の
思
い
や
、
意
見
に
か
た
よ
ら
ず
、
他
を
尊

重
す
る
」
こ
と
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私
た
ち
は
、
家
族
、
学
校
の
友
達
、
ま
た
、
社
会
に
出
れ
ば

職
場
の
仲
間
、
常
に
誰
か
と
過
ご
し
て
い
ま
す
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一
人
ひ
と
り
の
、
み
ん
な
を
思
う
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強
い
絆
と
団
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力
を
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み
ま
す
。
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 ■
近
年
の
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
厳
し
い
社
会
情
勢

は
、
地
方
に
お
け
る
行
財
政
の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。
一
方
行
政
に
対
す
る
住
民
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ズ
の
多
様
化
・

議
会
に
与
え
ら
れ
た
使
命
と
役
割
、
そ
れ
に
伴
う
責
任
に
お

い
て
二
大
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
べ
く
、
常
に
町
民
に
寄
り

添
い
な
が
ら
議
会
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
　
　
（
大
塚
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 ■
最
近
、
６５
歳
を
高
齢
者
と
す
る
こ
と
に
否
定
的
な
意
見
が

多
い
と
い
う
。
現
代
人
は
身
体
面
や
知
的
能
力
で
５
〜
１０
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若
返
っ
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
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ス
ポ
ー
ツ
界
や
音
楽
業

界
に
も
、
息
の
長
い
活
躍
を
続
け
る
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も
い
る
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対
価
を
得

る
仕
事
に
限
ら
ず
、
地
域
活
動
に
関
わ
り
支
え
合
い
の
社
会

づ
く
り
に
貢
献
し
活
動
寿
命
を
伸
ば
し
て
い
こ
う
。
（
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 ■
あ
る
自
治
体
で
議
員
の
な
り
手
不
足
を
理
由
に
、
議
会
に

代
わ
る
「
住
民
総
会
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設
置
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向
け
検
討
を
始
め
る
こ
と
が

話
題
と
な
っ
た
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４
年
前
の
町
議
選
が
無
投
票
だ
っ
た
こ
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町
も
他
人
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は
な
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議
会
の
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た
す
べ
き
役
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と
は
。

町
民
に
必
要
と
さ
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る
議
会
の
姿
と
は
。
議
員
の
な
り
手
不

足
は
、
「
参
政
権
と
自
治
」
の
問
題
で
も
あ
る
。
　
（
加
藤
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第2分科会 

　「ボランティア活動と 

心のケア」 
伊藤議長、松 議員、後藤議員 

～　Let's Play!　遊ぼう！～ 
「遊び」は子どもたちにとって、運動能力や知的能力を育み、社会性を
学ぶなど、特に重要な意味を持っていて、子どもたちにとって「遊び」
とは、まさに「生きること」そのものです。 
 
プレーパークとは、子どもが「遊び」をつくる遊び場です。 
大人が用意した、遊び方まで管理された遊び場ではなく、そこにある道
具や材料、落ち葉やどろんこなど自然の素材を使って、地面に穴を掘っ
たり、木に登ったり、何かものを作ったりします。 
 

子どもは自然環境の中で遊びを通じて、いろんなことに興味を持ち、たく
さんの人と関わりをつくりながら、自分のやり方や自分のペースで創意工
夫をし、挑戦し、失敗し、経験を重ねながら成長していきます。 

 
禁止するのではなく、一緒に考えてやってみる。 
子どもがのびのびと思いきり遊べるこのプレーパ
ークは、好奇心が芽生え、自分のやってみたいと
思うことを実現して、子どもの生きる力を育みます。 

～　Let's Go!　行こう！～ 
岐南町では、ぎなんプレーパークが毎月第1土曜日に八剣北公園で開催して
いる「ひみつのあそびば」を支援しています。 
ぎなんプレーパークは、自分たちの手でプレーパークをつくろうとする、
子育て中のお母さんが中心となり、グループをつくって運営されています。 

 
今年度は、平成29年9月23日（土）に岐南町総合健康福祉センター（やすら
ぎ苑）にて、プレーパーク体験学習会を開催します。 
ぜひ、参加してみてください。 

プレーパーク体験学習会 
 
【日時】平成29年9月23日（土）　10時～15時まで 
【場所】岐南町総合健康福祉センター（やすらぎ苑） 
 
【対象】こどもからおとなまでだれでも参加できます。 
【参加費】無料です。申込みもいりません。 
 
お問い合わせ 
政策推進課：058-247-1335（直通） 

『プレーパーク』ってなぁに？ 
遊ぼう!!＆行こう!!

『プレーパーク』ってなぁに？ 
遊ぼう!!＆行こう!!（写真提供：ぎなんプレーパーク） 

村井 嘉浩　宮城県知事 寺澤 薫　七ヶ浜町長 

　第7回　全国コンパクトタウン議会サミット（以下サミット）が、宮城県七ヶ浜町で5月18日（木）・

19日（金）に開催されました。 

　サミットは香川県宇多津町議会が、岐南町への視察を機に、「小さい町だからこそ誇れるものや、

悩むこと」など、同じ思いの自治体が必ずあるとの思いから、平成21年度から、開催されています。

対象の自治体は20裄（以前は15裄）以下の町で、全国に64自治体があり、参加を呼びかけています。

このサミットを縁に平成24年に香川県宇多津町と、平成26年に京都府久御山町との間に災害時相互

応援協定が結ばれました。 

 

　今回は、12議会、81名の議員が参加しました。来賓には村井嘉浩宮城県知事を迎え、基調講演は、

七ヶ浜町の寺澤薫町長による「七ヶ浜町における津波そして復興」で災害から学んだ多方面の課題

を将来への備えについての内容でした。3つの分科会も災害時の対応について話し合いました。 

　平成24年2月に岐南町でサミットを開催した際、七ヶ浜町が始めて参加されました。参加議員の中

には、仮設住宅からの参加者もおられました。サミットを七ヶ浜町で開催する事を目標に進もうと

皆で決意しましたが、今回開催できたことにより、一つの目標を達成することができました。 

第1分科会 

　「避難所開設から 

仮設住宅までの課題」 
渡邉議員、加藤議員、木下議員 

第3分科会 

　「災害時における 

議会と議員の課題」 
黒瀨副議長、大塚議員、櫻井議員 

七ヶ浜町にある東北電力仙台火力 

発電所より松島方面を望む 

今回の 

ピックアッ
プ 

全国コンパクトタウン 
議会サミット開催 
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総務常任委員会の報告 総務常任委員会の報告 
付託案件：議案2件 

民生建設常任委員会の報告 民生建設常任委員会の報告 
付託案件：請願1件 

6月定例会では　こんなことが決まりました 

消防団に女性分団が誕生します 
第2回（6月）定例会議会に提出された案件は10件です。 
議員は提出された議案に対して賛成又は反対の意思を表明します。（議会規則では「表決」といいます。） 
可否および議員の賛否は下表のとおりです。※反対した議員名のみ記載しています。 
付託委員会欄の●総は総務常任委員会、●民は民生建設常任委員会への付託を表します。 

●総 

●総  

●民  

議案第26号　岐南町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例 
　平成29年10月1日からの子育てワンストップサービスの稼動に際し、マイナポータルで電子申
請が行えるよう、条例等により書面で行うことが定められている申請等について、オンラインでも
行うことを可能とする特例の整備を行いました。 

議案第27号　岐南町総合調理センター設置条例の一部を改正する条例 
　新岐南町総合調理センター建設に伴い、位置を岐南町伏屋2丁目188番地から岐南町徳田8丁
目207番地に変更しました。（施行日：平成29年8月1日） 

議案第28号　岐南町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例 
　岐南町消防団に新たに女性分団を創設し、地域防災力の向上を図り、きめ細やかな活動を促進
させるため、消防団員の定員を76人から85人に増員しました。（施行日：平成30年4月1日） 

議案第29号　平成29年度岐南町一般会計補正予算 
　歳入歳出それぞれ1億181万1千円を増額し、82億81万1千円としました。 
　歳出の主な内容は、総合健康福祉センターの施設改修工事等で5,883万1千円、障害者グルー
プホーム建設に係る障害者福祉施設整備費補助金として1,260万9千円などとなります。 

議案第30号　平成29年度岐南町介護保険特別会計補正予算 
　歳入歳出それぞれ6,851万円9千円を増額し、17億5,500万5千円としました。 
　歳出の内容は、平成28年度の保険給付費等の精算に伴う国・県支払基金等返還金として
4,975万3千円、平成28年度の保険給付費等の精算に伴う一般会計繰出金として1,876万6千
円になります。 

議案第31号　財産の取得について（戸別受信機（デジタル）購入） 
　防災行政無線（同報系）デジタル化事業を進めるため、岐阜市六条北、中央電子工学株式会社
と2,192万4千円で売買契約をしました。納入期限は、平成30年3月16日を予定しています。 

同意第 2号　岐南町農業委員会委員の任命同意 
　岐南町農業委員会委員11名の任期が満了となることから、先般改正された農業委員会等に関
する法律に基づき、農業委員会の委員11名が任命されました。任期は平成32年7月19日までの3
年間です。 

同意第 3号　羽島郡二町教育委員会委員の任命同意 
　羽島郡二町教育委員会委員1名の任期が満了となることから、現任の杉江 正博 氏が引き続き
任命されました。任期は平成33年7月24日までの4年間です。 

請願第 2号　農業者戸別所得補償制度の復活を求める請願 
　経営所得安定対策が廃止される平成30年度米以降、農業者の経営を下支えする政策が確立さ
れるまでの間、農業者戸別所等補償制度を復活させるよう求める意見書を政府関係機関に提出す
ることを求める請願が出されました。 

議員派遣について 
　羽島郡正副議長研修を7月13日・14日の2日間、奈良県の斑鳩町へ「ごみ減量化事業について」、
京都市へ「防災対策について」をテーマとし実施します。 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

同意 

同意 

不採択 

可決 

黒瀨 

大塚、木下 
加藤、渡邉 
松原、小島 
櫻井、後藤 

付託 
委員会 

案　　　件 可否 
反対した
議員 

綰マイナポータルを利用するには、マイナンバー登
録が必要であるが、登録推進の周知は。 
綏児童手当申請時の窓口にて説明をし、受給してい
る方は、毎年の現況届の送付時に説明文書を同封し
PRしていきます。 
綰マイナポータルの利用者には、利用するまでのパ
ソコンの環境整備、準備が複雑で難易度が高いと思
われるが、町として、利用者からの問い合わせに対
する体制は。 
綏現在利用できるのは、子育てワンストップサービ
スのみですが、今後、他の行政手続きができるよう
拡大した場合、情報が多課にまたがります。 
今は、個人情報の保護に関しては総務部で、子育て
ワンストップサービスに関しては民生部で対応する
ことになりますが、システムの運用に関しては、総
務部が率先して、関係職員が対応できるよう指導、
研修を徹底していきます。 

 

綰公募される女性消防団員の年齢制限はあるか。また、
人材は専門的な経験者を募るのか。 
綏１８歳以上で町に住民票があれば応募でき、年齢制
限は設けていません。人材については、防災ボラン
ティア活動に興味のある女性であれば専門的な経験
がない方でも応募できます。 
綰女性消防団員の具体的な活動内容は。 
綏地域防災力の向上が目的であることから、消火器
やAEDの取り扱い指導や、ママサロン、保育所、小
学校での防災に関しての出前講座等の活動を考えて
います。女性団員の火災現場への出動は考えていま
せんが、安全な場所での後方支援は今後考えていき
ます。 

委員による理事者側の説明に対する質疑 
綰当町の生産数量目標、保証制度対象の規定農業者
数は。 
綏生産数量目標は平成２９年度３０６.８３８トン、保証制度
実施現況は、直接支払交付金２３名、８１０,７５０円、水田
活用直接支払交付金２０名、７７３,９８１円です。 
綰この制度について、町の農業者からの意見は。 
綏農業施策の恩恵は少く、組合長会議の中で農業施
策に対する苦情は出ていません。 
紹介議員に対する質疑 
綰請願団体の農業運動岐阜県連合会はどのような団
体か。 
綏柿農家など地域の特産物や米の生産農家などの農
家が集まった任意団体です。 

委員の意見 
・日本の農業政策を考えた場合、農家にも脱皮して
もらうことが必要である。 
・この制度を存続した方が、農業者を守ることがで
きる。 
・町の現状を踏えて考えると西岸の趣旨が自分の考
えと合致しない。 
 
採択の結果「可否同数」でした。 
 
　主要食米以外の戦略的作物にも目を向けるという
のが国の政策、元の制度に戻ることは、これからの
農業を考えると難しい。委員長採決で『不採択』と
決しました。 

決
定
 議案第26号 

行政手続等における情報通信の技術の利用に関す

る条例 

議案第28号 

消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条

例の一部改正 

請願第1号 

農業者個別所得補償制度の復活をもとめる請願 

ぎなん議会だより　第27号 4ぎなん議会だより　第27号 5



総務常任委員会の報告 総務常任委員会の報告 
付託案件：議案2件 

民生建設常任委員会の報告 民生建設常任委員会の報告 
付託案件：請願1件 

6月定例会では　こんなことが決まりました 

消防団に女性分団が誕生します 
第2回（6月）定例会議会に提出された案件は10件です。 
議員は提出された議案に対して賛成又は反対の意思を表明します。（議会規則では「表決」といいます。） 
可否および議員の賛否は下表のとおりです。※反対した議員名のみ記載しています。 
付託委員会欄の●総は総務常任委員会、●民は民生建設常任委員会への付託を表します。 

●総 

●総  

●民  

議案第26号　岐南町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例 
　平成29年10月1日からの子育てワンストップサービスの稼動に際し、マイナポータルで電子申
請が行えるよう、条例等により書面で行うことが定められている申請等について、オンラインでも
行うことを可能とする特例の整備を行いました。 

議案第27号　岐南町総合調理センター設置条例の一部を改正する条例 
　新岐南町総合調理センター建設に伴い、位置を岐南町伏屋2丁目188番地から岐南町徳田8丁
目207番地に変更しました。（施行日：平成29年8月1日） 

議案第28号　岐南町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例 
　岐南町消防団に新たに女性分団を創設し、地域防災力の向上を図り、きめ細やかな活動を促進
させるため、消防団員の定員を76人から85人に増員しました。（施行日：平成30年4月1日） 

議案第29号　平成29年度岐南町一般会計補正予算 
　歳入歳出それぞれ1億181万1千円を増額し、82億81万1千円としました。 
　歳出の主な内容は、総合健康福祉センターの施設改修工事等で5,883万1千円、障害者グルー
プホーム建設に係る障害者福祉施設整備費補助金として1,260万9千円などとなります。 

議案第30号　平成29年度岐南町介護保険特別会計補正予算 
　歳入歳出それぞれ6,851万円9千円を増額し、17億5,500万5千円としました。 
　歳出の内容は、平成28年度の保険給付費等の精算に伴う国・県支払基金等返還金として
4,975万3千円、平成28年度の保険給付費等の精算に伴う一般会計繰出金として1,876万6千
円になります。 

議案第31号　財産の取得について（戸別受信機（デジタル）購入） 
　防災行政無線（同報系）デジタル化事業を進めるため、岐阜市六条北、中央電子工学株式会社
と2,192万4千円で売買契約をしました。納入期限は、平成30年3月16日を予定しています。 

同意第 2号　岐南町農業委員会委員の任命同意 
　岐南町農業委員会委員11名の任期が満了となることから、先般改正された農業委員会等に関
する法律に基づき、農業委員会の委員11名が任命されました。任期は平成32年7月19日までの3
年間です。 

同意第 3号　羽島郡二町教育委員会委員の任命同意 
　羽島郡二町教育委員会委員1名の任期が満了となることから、現任の杉江 正博 氏が引き続き
任命されました。任期は平成33年7月24日までの4年間です。 

請願第 2号　農業者戸別所得補償制度の復活を求める請願 
　経営所得安定対策が廃止される平成30年度米以降、農業者の経営を下支えする政策が確立さ
れるまでの間、農業者戸別所等補償制度を復活させるよう求める意見書を政府関係機関に提出す
ることを求める請願が出されました。 

議員派遣について 
　羽島郡正副議長研修を7月13日・14日の2日間、奈良県の斑鳩町へ「ごみ減量化事業について」、
京都市へ「防災対策について」をテーマとし実施します。 
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付託 
委員会 

案　　　件 可否 
反対した
議員 

綰マイナポータルを利用するには、マイナンバー登
録が必要であるが、登録推進の周知は。 
綏児童手当申請時の窓口にて説明をし、受給してい
る方は、毎年の現況届の送付時に説明文書を同封し
PRしていきます。 
綰マイナポータルの利用者には、利用するまでのパ
ソコンの環境整備、準備が複雑で難易度が高いと思
われるが、町として、利用者からの問い合わせに対
する体制は。 
綏現在利用できるのは、子育てワンストップサービ
スのみですが、今後、他の行政手続きができるよう
拡大した場合、情報が多課にまたがります。 
今は、個人情報の保護に関しては総務部で、子育て
ワンストップサービスに関しては民生部で対応する
ことになりますが、システムの運用に関しては、総
務部が率先して、関係職員が対応できるよう指導、
研修を徹底していきます。 

 

綰公募される女性消防団員の年齢制限はあるか。また、
人材は専門的な経験者を募るのか。 
綏１８歳以上で町に住民票があれば応募でき、年齢制
限は設けていません。人材については、防災ボラン
ティア活動に興味のある女性であれば専門的な経験
がない方でも応募できます。 
綰女性消防団員の具体的な活動内容は。 
綏地域防災力の向上が目的であることから、消火器
やAEDの取り扱い指導や、ママサロン、保育所、小
学校での防災に関しての出前講座等の活動を考えて
います。女性団員の火災現場への出動は考えていま
せんが、安全な場所での後方支援は今後考えていき
ます。 

委員による理事者側の説明に対する質疑 
綰当町の生産数量目標、保証制度対象の規定農業者
数は。 
綏生産数量目標は平成２９年度３０６.８３８トン、保証制度
実施現況は、直接支払交付金２３名、８１０,７５０円、水田
活用直接支払交付金２０名、７７３,９８１円です。 
綰この制度について、町の農業者からの意見は。 
綏農業施策の恩恵は少く、組合長会議の中で農業施
策に対する苦情は出ていません。 
紹介議員に対する質疑 
綰請願団体の農業運動岐阜県連合会はどのような団
体か。 
綏柿農家など地域の特産物や米の生産農家などの農
家が集まった任意団体です。 

委員の意見 
・日本の農業政策を考えた場合、農家にも脱皮して
もらうことが必要である。 
・この制度を存続した方が、農業者を守ることがで
きる。 
・町の現状を踏えて考えると西岸の趣旨が自分の考
えと合致しない。 
 
採択の結果「可否同数」でした。 
 
　主要食米以外の戦略的作物にも目を向けるという
のが国の政策、元の制度に戻ることは、これからの
農業を考えると難しい。委員長採決で『不採択』と
決しました。 

決
定
 議案第26号 

行政手続等における情報通信の技術の利用に関す

る条例 

議案第28号 

消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条

例の一部改正 

請願第1号 

農業者個別所得補償制度の復活をもとめる請願 

ぎなん議会だより　第27号 4ぎなん議会だより　第27号 5
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て
は
、
現
在
、

ご
指
摘
の
と
お
り
、
日
本
非
核
宣

言
自
治
体
協
議
会
に
加
入
し
非
核
平
和

都
市
宣
言
を
す
る
こ
と
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
 

　
し
か
し
、
平
成
２５
年
８
月
１
日
付
け
で
、

広
島
市
長
を
会
長
と
し
、
世
界
３
１
１

６
の
国
と
都
市
地
域
が
加
盟
す
る
「
平

和
首
長
会
議
」
に
加
盟
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
本
町
に
お
い
て
も
核
兵
器
廃
絶
の
国

際
世
論
の
拡
大
や
『
核
兵
器
禁
止
条
約
』

の
早
期
実
現
を
推
進
し
、
世
界
恒
久
平

和
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
町
民
の
生
命
・
身
体
及
び
財

産
を
守
る
こ
と
は
、
行
政
の
責
務
と
考

え
て
お
り
、
行
政
と
し
て
非
核
非
戦
の

誓
い
を
後
世
に
伝
え
る
観
点
か
ら
も
非

核
平
和
都
市
宣
言
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
平
成
３０
年
度
施
行
の

国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
に
向
け
て
、

県
に
お
い
て
は
、
平
成
２９
年
８
月
に
第

３
回
目
の
試
算
、
１０
月
に
３０
年
度
推
計

の
実
施
を
し
、
県
議
会
を
経
て
納
付
金

等
を
確
定
し
、
年
明
け
の
平
成
３０
年
１

月
頃
に
、
各
市
町
村
へ
納
付
金
等
の
確

定
が
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
現

時
点
に
つ
い
て
は
、
確
定
情
報
と
し
て

お
示
し
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
上
る
場
合
の
対
応
と

し
ま
し
て
は
、
納
付
金
額
・
激
変

緩
和
措
置
・
基
金
及
び
繰
越
金
等
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
独
立
採
算
制
の
原
則
よ
り

一
般
会
計
繰
入
を
し
な
い
方
針
を
変
え

る
予
定
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
 

 
（
民
生
部
長
）
今
回
の
制
度
改
革
に

よ
り
 

①
加
入
・
喪
失
・
保
険
証
に
関
す
る
こ

と
 

②
出
産
育
児
一
時
金
や
葬
祭
費
等
に
関

す
る
こ
と
 

③
国
保
税
の
計
算
に
関
す
る
こ
と
 

④
国
保
税
の
徴
収
に
関
す
る
こ
と
 

⑤
特
定
健
診
等
保
険
事
業
 

の
５
つ
の
点
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
に

お
い
て
引
き
続
き
行
う
業
務
と
さ
れ
、

質
問
の
徴
収
業
務
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
市
町
村
で
行
う
業
務
と
な
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
滞
納
処
分
を
含
め
適
正

な
徴
収
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
国
民
健
康
保
険
税
の

う
ち
、
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、

応
益
原
則
を
表
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

国
保
の
受
益
者
は
、
個
々
の
被
保
険
者

で
あ
る
か
ら
、
子
供
に
つ
い
て
も
、
被

保
険
者
す
な
わ
ち
受
益
者
で
あ
り
、
ひ

と
り
の
被
保
険
者
と
し
て
、
受
益
に
見

合
う
負
担
を
お
願
い
す
る
被
保
険
者
均

等
割
の
対
象
者
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

  

移行後の国民健康保険制度のイメージ 

岐南町も早期に宣言を望む 

都
道
府
県
単
位
化
に
移
行

す
る
国
民
健
康
保
険
税
 

宣
言
を
行
っ
て
は
ど
う
か
 

町
長
　
積
極
的
に
検
討
し
ま
す
 

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
 

現
行
保
険
税
よ
り
上
る
場
合
は
、
ど

う
す
る
の
か
？
 

現
状
に
つ
い
て
は
。
 

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
っ
て

は
ど
う
か
？
 

子
供
の
均
等
割
に
つ
い
て
は
ど
う
思

わ
れ
る
の
か
？
 

納
付
金
に
な
っ
た
場
合
の
徴
収
等
は

ど
う
な
る
の
か
？
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6月定
例会 

6月定
例会 

6月定
例会 

9
人
が
一
般
質
問
 

町
政
を
問
う
 

町
政
を
問
う
 

町
政
を
問
う
 

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
の
報
告
や
 

説
明
を
町
に
求
め
、
適
切
な
町
政
運
営
を
進
め
て
い
る
か
を
議
員
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。
 

※
質
問
者
の
責
任
に
お
い
て
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

●
黒

瀨

泰

孝

 ・・・・・・・・・
7
 

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
 

都
道
府
県
単
位
化
に
移
行
す
る
国
民
健

康
保
険
税
 

●
加

藤

雅

浩

 ・・・・・・・・・
8
 

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
い
た

施
設
保
全
計
画
は
 

公
共
施
設
の
有
効
活
用
で
利
用
者
増
加

と
満
足
度
向
上
 

●
木
下
美
津
子
 ・・・・・・・・・
9
 

母
子
保
健
包
括
支
援
の
整
備
 

移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の
導
入
 

災
害
と
食
を
考
え
る
 

木
育
と
「
岐
南
の
森
」
 

●
後

藤

友

紀
 ・・・・・・・・・
10
 

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
 

町
の
子
育
て
情
報
提
供
 

保
小
連
携
の
取
り
組
み
 

●
大

塚

雅

司

 ・・・・・・・・・
11
 

町
の
安
全
・
安
心
確
保
対
策
 

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
後
の
状
況
 

教
員
の
働
き
方
改
善
 

●
渡

邉

憲

司
 ・・・・・・・・・
12
 

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
推
進
 

●
櫻

井

　

明
 ・・・・・・・・・
13
 

委
託
施
設
で
の
横
領
事
件
 

●
松

浩

二
 ・・・・・・・・・
14
 

将
来
の
町
の
す
が
た
 

祖
父
母
手
帳
で
絆
づ
く
り
 

野
良
猫
な
ど
の
対
応
は
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
備
品
と
審
判
 

●
小

島

英

雄

 ・・・・・・・・・
15
 

庁
舎
建
設
反
射
光
に
よ
る
苦
情
 

町
の
諸
問
題
及
び
疑
問
点
 

主 な 質 問 事 項 

（
町
長
）
町
に
お
い
て
は
、
現
在
、

ご
指
摘
の
と
お
り
、
日
本
非
核
宣

言
自
治
体
協
議
会
に
加
入
し
非
核
平
和

都
市
宣
言
を
す
る
こ
と
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
 

　
し
か
し
、
平
成
２５
年
８
月
１
日
付
け
で
、

広
島
市
長
を
会
長
と
し
、
世
界
３
１
１

６
の
国
と
都
市
地
域
が
加
盟
す
る
「
平

和
首
長
会
議
」
に
加
盟
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
本
町
に
お
い
て
も
核
兵
器
廃
絶
の
国

際
世
論
の
拡
大
や
『
核
兵
器
禁
止
条
約
』

の
早
期
実
現
を
推
進
し
、
世
界
恒
久
平

和
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
町
民
の
生
命
・
身
体
及
び
財

産
を
守
る
こ
と
は
、
行
政
の
責
務
と
考

え
て
お
り
、
行
政
と
し
て
非
核
非
戦
の

誓
い
を
後
世
に
伝
え
る
観
点
か
ら
も
非

核
平
和
都
市
宣
言
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
平
成
３０
年
度
施
行
の

国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
に
向
け
て
、

県
に
お
い
て
は
、
平
成
２９
年
８
月
に
第

３
回
目
の
試
算
、
１０
月
に
３０
年
度
推
計

の
実
施
を
し
、
県
議
会
を
経
て
納
付
金

等
を
確
定
し
、
年
明
け
の
平
成
３０
年
１

月
頃
に
、
各
市
町
村
へ
納
付
金
等
の
確

定
が
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
現

時
点
に
つ
い
て
は
、
確
定
情
報
と
し
て

お
示
し
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
上
る
場
合
の
対
応
と

し
ま
し
て
は
、
納
付
金
額
・
激
変

緩
和
措
置
・
基
金
及
び
繰
越
金
等
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
独
立
採
算
制
の
原
則
よ
り

一
般
会
計
繰
入
を
し
な
い
方
針
を
変
え

る
予
定
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
 

 
（
民
生
部
長
）
今
回
の
制
度
改
革
に

よ
り
 

①
加
入
・
喪
失
・
保
険
証
に
関
す
る
こ

と
 

②
出
産
育
児
一
時
金
や
葬
祭
費
等
に
関

す
る
こ
と
 

③
国
保
税
の
計
算
に
関
す
る
こ
と
 

④
国
保
税
の
徴
収
に
関
す
る
こ
と
 

⑤
特
定
健
診
等
保
険
事
業
 

の
５
つ
の
点
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
に

お
い
て
引
き
続
き
行
う
業
務
と
さ
れ
、

質
問
の
徴
収
業
務
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
市
町
村
で
行
う
業
務
と
な
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
滞
納
処
分
を
含
め
適
正

な
徴
収
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
国
民
健
康
保
険
税
の

う
ち
、
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、

応
益
原
則
を
表
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

国
保
の
受
益
者
は
、
個
々
の
被
保
険
者

で
あ
る
か
ら
、
子
供
に
つ
い
て
も
、
被

保
険
者
す
な
わ
ち
受
益
者
で
あ
り
、
ひ

と
り
の
被
保
険
者
と
し
て
、
受
益
に
見

合
う
負
担
を
お
願
い
す
る
被
保
険
者
均

等
割
の
対
象
者
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

  

移行後の国民健康保険制度のイメージ 

岐南町も早期に宣言を望む 

都
道
府
県
単
位
化
に
移
行

す
る
国
民
健
康
保
険
税
 

宣
言
を
行
っ
て
は
ど
う
か
 

町
長
　
積
極
的
に
検
討
し
ま
す
 

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
 

現
行
保
険
税
よ
り
上
る
場
合
は
、
ど

う
す
る
の
か
？
 

現
状
に
つ
い
て
は
。
 

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
っ
て

は
ど
う
か
？
 

子
供
の
均
等
割
に
つ
い
て
は
ど
う
思

わ
れ
る
の
か
？
 

納
付
金
に
な
っ
た
場
合
の
徴
収
等
は

ど
う
な
る
の
か
？
 

● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  
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木下 美津子 議員 加藤 雅浩 議員 

（
総
務
部
長
）
現
在
の
点
検
方
法
は
、

大
き
く
分
け
て
２
種
類
の
方
法
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
１
つ
目
は
日
常
点
検
、

２
つ
目
は
定
期
点
検
で
す
。
こ
れ
ら
の

点
検
は
、
施
設
を
管
理
し
て
い
る
部
署

ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
職
員
が
行
う
日
常
点
検
の
箇
所
や
点

検
方
法
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
担
当
者
ご
と
、
あ
る

い
は
施
設
ご
と
の
点
検
結
果
に
ば
ら
つ

き
が
出
る
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
全

施
設
共
通
の
点
検
項
目
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

の
よ
う
な
も
の
を
作
成
し
、
ど
の
職
員

が
点
検
し
て
も
同
じ
結
果
が
出
る
よ
う

な
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
道
路
や
橋
り
ょ
う
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
を
除
い
た
公

共
施
設
を
す
べ
て
維
持
し
て
い
く
と
仮

定
し
た
場
合
、
２
０
４
６
年
（
平
成
５８
年
）

ま
で
の
３０
年
間
に
か
か
る
改
修
や
建
て

替
え
な
ど
の
更
新
コ
ス
ト
は
総
額
２
４

１
億
円
と
い
う
試
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
優
先
順
位
付
け
に
関
し
て
は
、
施
設

の
重
要
度
や
劣
化
状
況
、
災
害
避
難
拠

点
か
ど
う
か
、
多
数
の
住
民
の
利
用
が

あ
る
か
ど
う
か
、
民
間
に
代
替
え
で
き

な
い
か
ど
う
か
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
総
合
的
に
勘
案
し
て
判
断
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
国
も
個
別
施
設
毎
の

長
寿
命
化
計
画
、
い
わ
ゆ
る
個
別

施
設
計
画
を
平
成
３２
年
度
ま
で
に
策
定

す
る
よ
う
に
要
請
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

施
設
を
管
理
し
て
い
る
各
部
署
に
お
い

て
今
後
取
り
組
む
予
定
で
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
利
用
者
か

ら
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
だ
け

で
は
な
く
、
通
路
の
整
備
、
周
辺
の
樹
木
・

竹
の
伐
採
、
駐
車
場
の
拡
張
、
ト
イ
レ

な
ど
衛
生
設
備
な
ど
の
改
善
要
望
が
あ

り
ま
す
。
 

　
利
用
者
に
で
き
る
限
り
快
適
に
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

河
川
敷
に
あ
る
の
で
、
整
備
す
る
上
で
様
々

な
制
約
が
あ
り
ま
す
。
 

　
今
後
、
他
市
町
の
整
備
状
況
を
参
考
に
、

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
体
の
整
備
計
画
を

検
討
し
た
上
で
早
期
に
改
修
工
事
を
行

え
る
よ
う
、
国
に
対
し
要
望
書
を
提
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
旧
北
保
育
園
跡
地
は
現
在

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
に
は
広
場
や
公
園
が
少

な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
健
康
長
寿
社
会

を
目
指
す
と
い
う
観
点
か
ら
、
も
う
少

し
利
用
が
し
や
す
い
よ
う
付
加
価
値
を

つ
け
て
整
備
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
将
来
の
土
地

利
用
に
際
し
て
原
形
を
回
復
す
る
の
に

支
障
が
な
い
よ
う
に
、
あ
ま
り
経
費
の

か
か
ら
な
い
範
囲
で
限
定
し
て
整
備
し

て
い
き
た
い
。
で
き
れ
ば
来
年
度
か
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

  

（
町
長
）
現
在
も
保
健
相
談
セ
ン
タ

ー
、
健
康
推
進
課
窓
口
で
相
談
支

援
を
実
施
。
課
題
は
、
対
象
者
と
支
援

関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
、

支
援
専
門
員
の
養
成
と
、
職
員
の
知
識

と
技
術
の
向
上
。
母
子
保
健
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
す
み
や
か
な
設
置
に
向
け

検
討
し
ま
す
。
 

 

（
町
長
）
子
育
て
中
の
地
域
活
動
参

加
を
促
し
、
地
域
交
流
を
推
進
す

る
一
助
と
な
る
。
早
期
導
入
を
考
え
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
消
費
と
購
入
を
繰
り

返
す
こ
と
で
、
備
蓄
品
の
鮮
度
を

保
ち
、
災
害
時
の
食
の
確
保
が
可
能
。

大
変
有
効
な
手
段
で
あ
り
啓
発
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
災
害
時
の
要
援
護
者

避
難
施
設
と
し
て
の
協
定
を
結
ん

で
い
る
民
間
の
社
会
福
祉
施
設
４
カ
所

に
対
し
、
対
応
可
能
か
協
議
し
て
い
く
。

又
町
内
の
高
齢
者
施
設
等
１５
施
設
に
も

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
を
啓
発
し
て
い

き
ま
す
。
 

 

（
建
設
部
長
）
岐
南
の
森
の
檜
活
用

は
時
期
尚
早
。
将
来
検
討
し
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
現
在
実
施
の
品
に
加

え
、
親
御
さ
ん
の
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
検
討
し
ま
す
。
 

   

付加価値の付いた施設へと暫定的に整備される 
旧北保育園跡地 

計画的な公共施設管理が望まれる 

岐南の森 
下呂市（旧小坂町）国有林内 

移動式赤ちゃんの駅 
（提供：猪名川町役場） 

将
来
的
コ
ス
ト
負
担
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
L
C
C
把
握
と
優
先

順
位
付
け
。
 

イ
ベ
ン
ト
会
場
等
で
乳
幼
児
の
お
む

つ
替
え
や
授
乳
を
安
心
し
て
行
う
た

め
の
折
り
た
た
み
式
の
ビ
ニ
ー
ル
製
テ
ン

ト
で
、
折
り
た
た
み
式
の
台
や
い
す
が
完

備
。
町
や
自
治
会
の
行
事
、
災
害
時
に
も

重
宝
す
る
。
ぜ
ひ
導
入
を
。
 

公
助
の
た
め
の
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
と
し
て
高
齢
者
施
設
や
病
院
等
に

レ
ト
ル
ト
食
品
や
缶
詰
や
栄
養
補
助
食
品

を
当
初
行
政
が
用
意
し
、
初
期
投
資
を
し

た
後
は
施
設
に
消
費
と
補
充
を
任
せ
、
災

害
時
に
は
投
資
分
を
行
政
で
使
う
シ
ス
テ

ム
。
考
え
る
べ
き
で
は
。
 

子
供
た
ち
に
豊
か
な
心
を
育
む
「
木

育
」
活
動
が
盛
ん
。
県
も
「
ぎ
ふ
木

育
３０
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
掲
げ
、
来
年
4
月

に
は
仮
称
「
森
の
恵
み
の
お
も
ち
ゃ
美
術

館
」
が
完
成
す
る
。
岐
南
町
に
は
平
成
１０

年
設
定
の
「
岐
南
の
森
」
が
旧
小
坂
町
の

国
有
林
内
に
あ
る
。（
２８ 
ha
に
檜
8
4
0
0

本
）
間
代
材
で
木
の
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
り
、

出
生
時
に
町
よ
り
の
祝
い
品
と
し
て
は
。

岐
南
町
の
特
産
品
に
も
な
る
。
 

県
産
材
を
使
い
、
木
の
お
も
ち
ゃ
作

り
を
し
て
い
る
県
立
羽
島
特
別
支
援

学
校
の
力
も
借
り
、
木
の
お
も
ち
ゃ

を
町
よ
り
の
出
生
祝
い
と
し
て
は
。
 

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
に

基
づ
い
た
施
設
保
全
計
画
は
 

公
共
施
設
の
有
効
活
用
で
利

用
者
増
加
と
満
足
度
向
上
 

今
後
の
施
設
保
全
計
画
は
あ
る
か
 

部
長
　
個
別
施
設
計
画
を
策
定
す
る
 

旧
北
保
育
園
跡
地
の
有
効
活
用
 

町
長
　
来
年
度
か
ら
限
定
し
て
整
備
す
る
 

災
害
と
食
を
考
え
る
 

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
の
啓
発
 

部
長
　
啓
発
活
動
、
対
応
実
施
に
取
り
組
む
 

移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の
導
入
 

町
長
　
早
期
導
入
を
考
え
る
 

母
子
保
健
包
括
支
援
の
整
備
 

町
長
　
速
や
か
な
設
置
に
向
け
検
討
 

木
育
と
「
岐
南
の
森
」
 

町
有
未
利
用
地
の
有
効
活
用
と
今
後

の
方
針
は
。
 

中
長
期
保
全
計
画
の
立
案
。
 

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
い

た
施
設
保
全
計
画
は
。
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
善
要
望
に
対

す
る
効
果
的
な
取
り
組
み
を
。
 

本
年
4
月
施
行
の
改
正
母
子
保
健
法

に
よ
り
、
市
町
村
に
母
子
保
健
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
努
力
義
務
と
し

た
。
妊
娠
・
産
前
・
産
後
・
産
後
ケ
ア
・

子
育
て
の
各
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
、
助
言
・

指
導
と
共
に
各
支
援
機
関
と
の
連
携
の
軸

と
な
る
役
割
を
担
う
こ
の
支
援
整
備
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
と
課
題
。
 

　
避
難
所
に
届
く
食
事
は
炭
水
化
物
が
主

流
。
実
際
、
東
日
本
大
震
災
発
災
3
週
間

目
の
新
聞
に
は
、
①
避
難
所
に
「
お
か
ず
」

必
要
。
②
被
災
者
の
栄
養
状
態
が
心
配
。

③
ビ
タ
ミ
ン
不
足
対
策
急
げ
。
等
の
記
事
。

災
害
食
は
普
段
も
食
べ
災
害
時
に
も
役
立

つ
商
品
が
最
適
。
食
べ
て
は
補
充
す
る
「
ロ

ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」
の
方
法
を
取
り
入

れ
る
べ
き
。
 

自
助
力
を
高
め
る
た
め
、
レ
ト
ル
ト

食
品
や
缶
詰
等
を
活
用
し
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク
に
よ
る
備
蓄
の
啓
発
活

動
を
進
め
て
は
。
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（
総
務
部
長
）
現
在
の
点
検
方
法
は
、

大
き
く
分
け
て
２
種
類
の
方
法
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
１
つ
目
は
日
常
点
検
、

２
つ
目
は
定
期
点
検
で
す
。
こ
れ
ら
の

点
検
は
、
施
設
を
管
理
し
て
い
る
部
署

ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
職
員
が
行
う
日
常
点
検
の
箇
所
や
点

検
方
法
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
担
当
者
ご
と
、
あ
る

い
は
施
設
ご
と
の
点
検
結
果
に
ば
ら
つ

き
が
出
る
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
全

施
設
共
通
の
点
検
項
目
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

の
よ
う
な
も
の
を
作
成
し
、
ど
の
職
員

が
点
検
し
て
も
同
じ
結
果
が
出
る
よ
う

な
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
道
路
や
橋
り
ょ
う
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
を
除
い
た
公

共
施
設
を
す
べ
て
維
持
し
て
い
く
と
仮

定
し
た
場
合
、
２
０
４
６
年
（
平
成
５８
年
）

ま
で
の
３０
年
間
に
か
か
る
改
修
や
建
て

替
え
な
ど
の
更
新
コ
ス
ト
は
総
額
２
４

１
億
円
と
い
う
試
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
優
先
順
位
付
け
に
関
し
て
は
、
施
設

の
重
要
度
や
劣
化
状
況
、
災
害
避
難
拠

点
か
ど
う
か
、
多
数
の
住
民
の
利
用
が

あ
る
か
ど
う
か
、
民
間
に
代
替
え
で
き

な
い
か
ど
う
か
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
総
合
的
に
勘
案
し
て
判
断
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
国
も
個
別
施
設
毎
の

長
寿
命
化
計
画
、
い
わ
ゆ
る
個
別

施
設
計
画
を
平
成
３２
年
度
ま
で
に
策
定

す
る
よ
う
に
要
請
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

施
設
を
管
理
し
て
い
る
各
部
署
に
お
い

て
今
後
取
り
組
む
予
定
で
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
利
用
者
か

ら
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
だ
け

で
は
な
く
、
通
路
の
整
備
、
周
辺
の
樹
木
・

竹
の
伐
採
、
駐
車
場
の
拡
張
、
ト
イ
レ

な
ど
衛
生
設
備
な
ど
の
改
善
要
望
が
あ

り
ま
す
。
 

　
利
用
者
に
で
き
る
限
り
快
適
に
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

河
川
敷
に
あ
る
の
で
、
整
備
す
る
上
で
様
々

な
制
約
が
あ
り
ま
す
。
 

　
今
後
、
他
市
町
の
整
備
状
況
を
参
考
に
、

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
体
の
整
備
計
画
を

検
討
し
た
上
で
早
期
に
改
修
工
事
を
行

え
る
よ
う
、
国
に
対
し
要
望
書
を
提
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
旧
北
保
育
園
跡
地
は
現
在

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
に
は
広
場
や
公
園
が
少

な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
健
康
長
寿
社
会

を
目
指
す
と
い
う
観
点
か
ら
、
も
う
少

し
利
用
が
し
や
す
い
よ
う
付
加
価
値
を

つ
け
て
整
備
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
将
来
の
土
地

利
用
に
際
し
て
原
形
を
回
復
す
る
の
に

支
障
が
な
い
よ
う
に
、
あ
ま
り
経
費
の

か
か
ら
な
い
範
囲
で
限
定
し
て
整
備
し

て
い
き
た
い
。
で
き
れ
ば
来
年
度
か
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

  

（
町
長
）
現
在
も
保
健
相
談
セ
ン
タ

ー
、
健
康
推
進
課
窓
口
で
相
談
支

援
を
実
施
。
課
題
は
、
対
象
者
と
支
援

関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
、

支
援
専
門
員
の
養
成
と
、
職
員
の
知
識

と
技
術
の
向
上
。
母
子
保
健
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
す
み
や
か
な
設
置
に
向
け

検
討
し
ま
す
。
 

 

（
町
長
）
子
育
て
中
の
地
域
活
動
参

加
を
促
し
、
地
域
交
流
を
推
進
す

る
一
助
と
な
る
。
早
期
導
入
を
考
え
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
消
費
と
購
入
を
繰
り

返
す
こ
と
で
、
備
蓄
品
の
鮮
度
を

保
ち
、
災
害
時
の
食
の
確
保
が
可
能
。

大
変
有
効
な
手
段
で
あ
り
啓
発
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
災
害
時
の
要
援
護
者

避
難
施
設
と
し
て
の
協
定
を
結
ん

で
い
る
民
間
の
社
会
福
祉
施
設
４
カ
所

に
対
し
、
対
応
可
能
か
協
議
し
て
い
く
。

又
町
内
の
高
齢
者
施
設
等
１５
施
設
に
も

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
を
啓
発
し
て
い

き
ま
す
。
 

 

（
建
設
部
長
）
岐
南
の
森
の
檜
活
用

は
時
期
尚
早
。
将
来
検
討
し
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
現
在
実
施
の
品
に
加

え
、
親
御
さ
ん
の
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
検
討
し
ま
す
。
 

   

付加価値の付いた施設へと暫定的に整備される 
旧北保育園跡地 

計画的な公共施設管理が望まれる 

岐南の森 
下呂市（旧小坂町）国有林内 

移動式赤ちゃんの駅 
（提供：猪名川町役場） 

将
来
的
コ
ス
ト
負
担
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
L
C
C
把
握
と
優
先

順
位
付
け
。
 

イ
ベ
ン
ト
会
場
等
で
乳
幼
児
の
お
む

つ
替
え
や
授
乳
を
安
心
し
て
行
う
た

め
の
折
り
た
た
み
式
の
ビ
ニ
ー
ル
製
テ
ン

ト
で
、
折
り
た
た
み
式
の
台
や
い
す
が
完

備
。
町
や
自
治
会
の
行
事
、
災
害
時
に
も

重
宝
す
る
。
ぜ
ひ
導
入
を
。
 

公
助
の
た
め
の
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
と
し
て
高
齢
者
施
設
や
病
院
等
に

レ
ト
ル
ト
食
品
や
缶
詰
や
栄
養
補
助
食
品

を
当
初
行
政
が
用
意
し
、
初
期
投
資
を
し

た
後
は
施
設
に
消
費
と
補
充
を
任
せ
、
災

害
時
に
は
投
資
分
を
行
政
で
使
う
シ
ス
テ

ム
。
考
え
る
べ
き
で
は
。
 

子
供
た
ち
に
豊
か
な
心
を
育
む
「
木

育
」
活
動
が
盛
ん
。
県
も
「
ぎ
ふ
木

育
３０
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
掲
げ
、
来
年
4
月

に
は
仮
称
「
森
の
恵
み
の
お
も
ち
ゃ
美
術

館
」
が
完
成
す
る
。
岐
南
町
に
は
平
成
１０

年
設
定
の
「
岐
南
の
森
」
が
旧
小
坂
町
の

国
有
林
内
に
あ
る
。（
２８ 
ha
に
檜
8
4
0
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本
）
間
代
材
で
木
の
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
り
、

出
生
時
に
町
よ
り
の
祝
い
品
と
し
て
は
。

岐
南
町
の
特
産
品
に
も
な
る
。
 

県
産
材
を
使
い
、
木
の
お
も
ち
ゃ
作

り
を
し
て
い
る
県
立
羽
島
特
別
支
援

学
校
の
力
も
借
り
、
木
の
お
も
ち
ゃ

を
町
よ
り
の
出
生
祝
い
と
し
て
は
。
 

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
に

基
づ
い
た
施
設
保
全
計
画
は
 

公
共
施
設
の
有
効
活
用
で
利

用
者
増
加
と
満
足
度
向
上
 

今
後
の
施
設
保
全
計
画
は
あ
る
か
 

部
長
　
個
別
施
設
計
画
を
策
定
す
る
 

旧
北
保
育
園
跡
地
の
有
効
活
用
 

町
長
　
来
年
度
か
ら
限
定
し
て
整
備
す
る
 

災
害
と
食
を
考
え
る
 

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
の
啓
発
 

部
長
　
啓
発
活
動
、
対
応
実
施
に
取
り
組
む
 

移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の
導
入
 

町
長
　
早
期
導
入
を
考
え
る
 

母
子
保
健
包
括
支
援
の
整
備
 

町
長
　
速
や
か
な
設
置
に
向
け
検
討
 

木
育
と
「
岐
南
の
森
」
 

町
有
未
利
用
地
の
有
効
活
用
と
今
後

の
方
針
は
。
 

中
長
期
保
全
計
画
の
立
案
。
 

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
い

た
施
設
保
全
計
画
は
。
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
善
要
望
に
対

す
る
効
果
的
な
取
り
組
み
を
。
 

本
年
4
月
施
行
の
改
正
母
子
保
健
法

に
よ
り
、
市
町
村
に
母
子
保
健
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
努
力
義
務
と
し

た
。
妊
娠
・
産
前
・
産
後
・
産
後
ケ
ア
・

子
育
て
の
各
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
、
助
言
・

指
導
と
共
に
各
支
援
機
関
と
の
連
携
の
軸

と
な
る
役
割
を
担
う
こ
の
支
援
整
備
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
と
課
題
。
 

　
避
難
所
に
届
く
食
事
は
炭
水
化
物
が
主

流
。
実
際
、
東
日
本
大
震
災
発
災
3
週
間

目
の
新
聞
に
は
、
①
避
難
所
に
「
お
か
ず
」

必
要
。
②
被
災
者
の
栄
養
状
態
が
心
配
。

③
ビ
タ
ミ
ン
不
足
対
策
急
げ
。
等
の
記
事
。

災
害
食
は
普
段
も
食
べ
災
害
時
に
も
役
立

つ
商
品
が
最
適
。
食
べ
て
は
補
充
す
る
「
ロ

ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」
の
方
法
を
取
り
入

れ
る
べ
き
。
 

自
助
力
を
高
め
る
た
め
、
レ
ト
ル
ト

食
品
や
缶
詰
等
を
活
用
し
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク
に
よ
る
備
蓄
の
啓
発
活

動
を
進
め
て
は
。
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（
民
生
部
長
）
今
年
度
新
た
に
歯
科

衛
生
士
を
採
用
し
、
東
小
学
校
の

歯
磨
き
指
導
、
公
民
館
講
座
や
、
地
域

の
サ
ロ
ン
に
お
い
て
講
話
な
ど
、
歯
科

口
腔
保
健
の
普
及
に
つ
と
め
て
お
り
、

今
後
は
さ
ら
に
、
幅
広
い
年
齢
層
に
対
し
、

歯
科
口
腔
保
健
事
業
の
充
実
に
努
め
、

歯
と
口
腔
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
、

歯
科
衛
生
士
の
専
門
性
を
生
か
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
今
後
、
す
べ
て
の
学

校
に
お
い
て
、
学
校
歯
科
医
に
よ

る
専
門
的
な
指
導
や
助
言
の
ほ
か
、
学

校
医
や
学
校
薬
剤
師
、
保
護
者
等
へ
の

事
前
説
明
、
教
職
員
や
養
護
教
諭
と
の

協
力
体
制
や
洗
口
薬
剤
の
管
理
体
制
の

確
立
等
、
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
実
施
の

環
境
整
備
支
援
や
歯
磨
き
指
導
な
ど
、

学
校
と
の
連
携
を
進
め
、
一
層
の
口
腔

保
健
事
業
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
今
後
は
他
の
学
校
で

も
実
施
環
境
が
整
備
さ
れ
推
進
さ

れ
れ
ば
、
順
次
保
育
所
で
の
事
業
導
入

に
つ
い
て
勧
奨
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
担
当
部
局
と
の
協
議

も
踏
ま
え
、
よ
り
良
い
、
情
報
提

供
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
実
際
に
親
子
健
康
手

帳
を
導
入
し
て
い
る
他
市
町
村
の

利
用
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
母
子
健
康
手
帳
に
当

町
の
H
P
の
U
R
L
を
Q
R
コ
ー

ド
と
し
て
掲
載
す
る
な
ど
、
よ
り
簡
単

に
必
要
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
な
手
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
学
校
の
児
童
が
学
年
を

単
位
と
し
て
、
園
児
と
活
動
す
る

機
会
を
計
画
的
に
設
け
、
小
学
生
の
自

立
の
姿
を
自
分
と
比
較
し
て
感
じ
取
る

よ
う
な
交
流
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
教
育

支
援
委
員
会
や
教
育
支
援
専
門
委
員
会

の
委
員
と
し
て
保
育
園
、
幼
稚
園
の
保

育
士
や
教
員
が
参
加
し
、
小
学
校
の
教

員
と
と
も
に
園
の
見
学
や
、
就
学
相
談

に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
園
児
と
児
童
が
生
活
科

や
総
合
的
な
活
動
の
時
間
を
通
し
て
、

①
共
に
継
続
的
に
活
動
す
る
機
会
を
作

る
こ
と
が
で
き
、
一
貫
し
た
成
長
を
促

す
こ
と
が
で
き
る
。
②
運
動
場
で
の
遊

び
を
通
し
て
高
学
年
に
接
す
る
機
会
が

で
き
、
あ
こ
が
れ
を
も
ち
入
学
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
③
保
育
士
や
教
職
員
が

保
育
・
教
育
内
容
の
違
い
と
共
通
点
を

学
び
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
北
小
と
岐
南
さ
く
ら
中

保
育
園
が
隣
接
す
る
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
公
私
を
問
わ
ず
全
て
の
園
と

学
校
の
連
携
を
進
め
、
「
つ
な
ぐ
・
つ

な
が
る
」
こ
と
を
一
層
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
防
災
行
動
計
画
と
も

呼
ば
れ
、
水
災
害
な
ど
進
行
型
災

害
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
非
常
に
有
効
だ

と
考
え
て
お
り
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、
本
年
度
中
に
策
定
で
き
る
よ
う

進
め
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
減
災
の
た
め
の
目
標

を
共
有
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策

を
一
体
的
・
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
「
迅

速
な
避
難
と
被
害
の
最
小
化
に
向
け
た

住
民
の
主
体
的
避
難
行
動
を
促
す
取
組
」

と
し
て
先
程
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
事
前

防
災
行
動
計
画
）
の
策
定
、
現
在
の
洪

水
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
。
 

 
（
総
務
部
長
）
２８
年
１２
月
の
国
公
表

の
想
定
最
大
外
力
は
５
m
を
超
え

る
浸
水
深
は
、
岐
南
町
全
域
。
 

　
町
で
は
、
身
近
な
境
川
、
県
か
ら
新

た
な
洪
水
浸
水
想
定
区
域
公
表
さ
れ
た

ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
定
を
考
え
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
学
校
施
設
に
つ
い
て

は
、
平
成
２０
年
度
岐
南
中
学
校
、

平
成
２１
年
度
３
小
学
校
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
 

　
保
育
園
及
び
町

民
セ
ン
タ
ー
等
の

公
共
施
設
は
未
設
置
。
 

　
そ
の
他
の
公
共

施
設
は
比
較
的
小

規
模
で
あ
り
、
費

用
効
果
乏
し
く
設

置
は
当
面
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
 

（
総
務
部
長
）
防
犯
や
迷
惑
行
為
の

抑
止
力
、
原
因
究
明
に
有
用
で
あ
る
。

一
方
、
運
用
に
つ
い
て
高
度
な
配
慮
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
 

　
町
と
し
て
県
か
ら
の
通
知
を
踏
ま
え
、

規
定
を
設
け
た
上
で
設
置
・
運
用
を
考

え
ま
す
。
 

（
民
生
部
長
）
施
行
前
に
庁
内
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
と
し
て
、
誘
導
用
ブ

ロ
ッ
ク
、
車
椅
子
の
設
置
、
音
声
読
み

上
げ
ソ
フ
ト
導
入
。
合
理
的
配
慮
の
提

供
に
関
す
る
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で

対
応
し
て
い
る
。
職
員
対
応
に
つ
い
て
も
、

県
職
員
や
精
神
保
健
福
祉
に
よ
る
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
地
方
公
共
団
体
職
員

対
応
要
領
の
作
成
は
努
力
義
務
で

あ
る
が
、
平
成
２８
年
要
領
、
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
。
職
員
に
配
付
し
、
日
常

業
務
の
中
で
周
知
徹
底
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
教
職
調
整
額
は
「
給
料

と
み
な
す
」
と
さ
れ
、
給
料
に
含

め
月
額
支
給
。
 

　
こ
の
こ
と
は
教
職
員
の
採
用
時
の
研

修
で
周
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
学
校
平
均
７
時
迄
に
退

校
、
中
学
校
は
７
時
５２
分
。
 

　
小
学
校
は
短
縮
、
中
学
校
は
変
わ
ら

な
い
。
理
由
は
配
置
さ
れ
る
教
員
の
確

保
が
で
き
ず
、
同
じ
教
科
の
教
員
で
の

授
業
の
分
担
に
関
わ
る
準
備
作
業
と
考

え
ま
す
。
持
ち
帰
り
業
務
は
基
本
的
に

あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
（
教
育
長
）
新
た
な
改
善
は
、
平
日

の
部
活
動
の
実
施
を
３
日
迄
、
第

３
日
曜
は
部
活
動
を
し
な
い
日
と
し
て

い
ま
す
。
 

親子健康手帳 

フッ化物洗口の様子 

庁舎正面玄関前の 
誘導用のブロック 

学校に設置の防犯カメラ 

フ
ッ
化
物
洗
口
は
4
歳
か
ら
推
奨
さ

れ
て
お
り
、
4
歳
か
ら
1
年
生
に
な

る
ま
で
の
時
期
は
初
め
て
永
久
歯
が

生
え
て
く
る
非
常
に
重
要
な
時
期
に

あ
た
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
 

岐
南
さ
く
ら
中
保
育
園
の
北
小
学
校

移
転
に
伴
う
保
小
連
携
の
あ
り
方
に

つ
い
て
。
 

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
 

部
長
　
一
層
の
口
腔
保
健
充
実
に
努
め
る
 

保
小
連
携
の
取
り
組
み
 

教
育
長
　
つ
な
ぐ
・
つ
な
が
る
を
一
層
推
進
 

町
の
子
育
て
情
報
提
供
 

部
長
　
よ
り
良
い
情
報
提
供
を
検
討
 

町
の
安
全
・
安
心
確
保
対
策
 

部
長
　
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
本
年
度
中
に
策
定
 

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行

後
の
状
況
 

教
員
の
働
き
方
改
善
 

親
子
健
康
手
帳
の
導
入
を
。
 

母
子
健
康
手
帳
と
子
育
て
情
報
サ
イ

ト
の
リ
ン
ク
活
用
。
 

よ
り
身
近
で
わ
か
り
や
す
い
子
育
て

情
報
サ
イ
ト
の
導
入
を
。
 

虫
歯
予
防
と
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
を
。
 

現
在
の
歯
と
口
腔
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
状
況
は
。
 

公
共
施
設
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
状
況

は
。
 

想
定
最
大
外
力
を
対
象
と
し
た
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
は
。
 

住
民
目
線
の
ソ
フ
ト
対
策
の
具
体
策

は
。
 

避
難
勧
告
と
連
動
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
策
定
は
。
 

防
犯
カ
メ
ラ
の
適
正
な
設
置
と
運
用

の
取
組
み
。
 

部
活
動
負
担
軽
減
策
と
そ
の
進
捗
は
。
 

教
職
調
整
額
に
つ
い
て
の
認
識
、
周

知
は
。
 

昨
年
度
の
教
職
員
の
帰
宅
時
間
と
持

ち
帰
り
業
務
は
。
 

要
領
策
定
の
取
り
組
み
状
況
は
。
 

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
に
対
す
る

所
見
。
 

現
在
の
保
小
連
携
の
現
状
は
。
 

町
全
域
で
の
保
小
連
携
に
向
け
て
。
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（
民
生
部
長
）
今
年
度
新
た
に
歯
科

衛
生
士
を
採
用
し
、
東
小
学
校
の

歯
磨
き
指
導
、
公
民
館
講
座
や
、
地
域

の
サ
ロ
ン
に
お
い
て
講
話
な
ど
、
歯
科

口
腔
保
健
の
普
及
に
つ
と
め
て
お
り
、

今
後
は
さ
ら
に
、
幅
広
い
年
齢
層
に
対
し
、

歯
科
口
腔
保
健
事
業
の
充
実
に
努
め
、

歯
と
口
腔
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
、

歯
科
衛
生
士
の
専
門
性
を
生
か
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
今
後
、
す
べ
て
の
学

校
に
お
い
て
、
学
校
歯
科
医
に
よ

る
専
門
的
な
指
導
や
助
言
の
ほ
か
、
学

校
医
や
学
校
薬
剤
師
、
保
護
者
等
へ
の

事
前
説
明
、
教
職
員
や
養
護
教
諭
と
の

協
力
体
制
や
洗
口
薬
剤
の
管
理
体
制
の

確
立
等
、
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
実
施
の

環
境
整
備
支
援
や
歯
磨
き
指
導
な
ど
、

学
校
と
の
連
携
を
進
め
、
一
層
の
口
腔

保
健
事
業
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
今
後
は
他
の
学
校
で

も
実
施
環
境
が
整
備
さ
れ
推
進
さ

れ
れ
ば
、
順
次
保
育
所
で
の
事
業
導
入

に
つ
い
て
勧
奨
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
担
当
部
局
と
の
協
議

も
踏
ま
え
、
よ
り
良
い
、
情
報
提

供
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
実
際
に
親
子
健
康
手

帳
を
導
入
し
て
い
る
他
市
町
村
の

利
用
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
母
子
健
康
手
帳
に
当

町
の
H
P
の
U
R
L
を
Q
R
コ
ー

ド
と
し
て
掲
載
す
る
な
ど
、
よ
り
簡
単

に
必
要
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
な
手
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
学
校
の
児
童
が
学
年
を

単
位
と
し
て
、
園
児
と
活
動
す
る

機
会
を
計
画
的
に
設
け
、
小
学
生
の
自

立
の
姿
を
自
分
と
比
較
し
て
感
じ
取
る

よ
う
な
交
流
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
教
育

支
援
委
員
会
や
教
育
支
援
専
門
委
員
会

の
委
員
と
し
て
保
育
園
、
幼
稚
園
の
保

育
士
や
教
員
が
参
加
し
、
小
学
校
の
教

員
と
と
も
に
園
の
見
学
や
、
就
学
相
談

に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
園
児
と
児
童
が
生
活
科

や
総
合
的
な
活
動
の
時
間
を
通
し
て
、

①
共
に
継
続
的
に
活
動
す
る
機
会
を
作

る
こ
と
が
で
き
、
一
貫
し
た
成
長
を
促

す
こ
と
が
で
き
る
。
②
運
動
場
で
の
遊

び
を
通
し
て
高
学
年
に
接
す
る
機
会
が

で
き
、
あ
こ
が
れ
を
も
ち
入
学
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
③
保
育
士
や
教
職
員
が

保
育
・
教
育
内
容
の
違
い
と
共
通
点
を

学
び
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
北
小
と
岐
南
さ
く
ら
中

保
育
園
が
隣
接
す
る
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
公
私
を
問
わ
ず
全
て
の
園
と

学
校
の
連
携
を
進
め
、
「
つ
な
ぐ
・
つ

な
が
る
」
こ
と
を
一
層
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
防
災
行
動
計
画
と
も

呼
ば
れ
、
水
災
害
な
ど
進
行
型
災

害
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
非
常
に
有
効
だ

と
考
え
て
お
り
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、
本
年
度
中
に
策
定
で
き
る
よ
う

進
め
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
減
災
の
た
め
の
目
標

を
共
有
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策

を
一
体
的
・
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
「
迅

速
な
避
難
と
被
害
の
最
小
化
に
向
け
た

住
民
の
主
体
的
避
難
行
動
を
促
す
取
組
」

と
し
て
先
程
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
事
前

防
災
行
動
計
画
）
の
策
定
、
現
在
の
洪

水
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
。
 

 
（
総
務
部
長
）
２８
年
１２
月
の
国
公
表

の
想
定
最
大
外
力
は
５
m
を
超
え

る
浸
水
深
は
、
岐
南
町
全
域
。
 

　
町
で
は
、
身
近
な
境
川
、
県
か
ら
新

た
な
洪
水
浸
水
想
定
区
域
公
表
さ
れ
た

ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
定
を
考
え
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
学
校
施
設
に
つ
い
て

は
、
平
成
２０
年
度
岐
南
中
学
校
、

平
成
２１
年
度
３
小
学
校
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
 

　
保
育
園
及
び
町

民
セ
ン
タ
ー
等
の

公
共
施
設
は
未
設
置
。
 

　
そ
の
他
の
公
共

施
設
は
比
較
的
小

規
模
で
あ
り
、
費

用
効
果
乏
し
く
設

置
は
当
面
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
 

（
総
務
部
長
）
防
犯
や
迷
惑
行
為
の

抑
止
力
、
原
因
究
明
に
有
用
で
あ
る
。

一
方
、
運
用
に
つ
い
て
高
度
な
配
慮
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
 

　
町
と
し
て
県
か
ら
の
通
知
を
踏
ま
え
、

規
定
を
設
け
た
上
で
設
置
・
運
用
を
考

え
ま
す
。
 

（
民
生
部
長
）
施
行
前
に
庁
内
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
と
し
て
、
誘
導
用
ブ

ロ
ッ
ク
、
車
椅
子
の
設
置
、
音
声
読
み

上
げ
ソ
フ
ト
導
入
。
合
理
的
配
慮
の
提

供
に
関
す
る
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で

対
応
し
て
い
る
。
職
員
対
応
に
つ
い
て
も
、

県
職
員
や
精
神
保
健
福
祉
に
よ
る
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
地
方
公
共
団
体
職
員

対
応
要
領
の
作
成
は
努
力
義
務
で

あ
る
が
、
平
成
２８
年
要
領
、
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
。
職
員
に
配
付
し
、
日
常

業
務
の
中
で
周
知
徹
底
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
教
職
調
整
額
は
「
給
料

と
み
な
す
」
と
さ
れ
、
給
料
に
含

め
月
額
支
給
。
 

　
こ
の
こ
と
は
教
職
員
の
採
用
時
の
研

修
で
周
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
学
校
平
均
７
時
迄
に
退

校
、
中
学
校
は
７
時
５２
分
。
 

　
小
学
校
は
短
縮
、
中
学
校
は
変
わ
ら

な
い
。
理
由
は
配
置
さ
れ
る
教
員
の
確

保
が
で
き
ず
、
同
じ
教
科
の
教
員
で
の

授
業
の
分
担
に
関
わ
る
準
備
作
業
と
考

え
ま
す
。
持
ち
帰
り
業
務
は
基
本
的
に

あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
（
教
育
長
）
新
た
な
改
善
は
、
平
日

の
部
活
動
の
実
施
を
３
日
迄
、
第

３
日
曜
は
部
活
動
を
し
な
い
日
と
し
て

い
ま
す
。
 

親子健康手帳 

フッ化物洗口の様子 

庁舎正面玄関前の 
誘導用のブロック 

学校に設置の防犯カメラ 

フ
ッ
化
物
洗
口
は
4
歳
か
ら
推
奨
さ

れ
て
お
り
、
4
歳
か
ら
1
年
生
に
な

る
ま
で
の
時
期
は
初
め
て
永
久
歯
が

生
え
て
く
る
非
常
に
重
要
な
時
期
に

あ
た
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
 

岐
南
さ
く
ら
中
保
育
園
の
北
小
学
校

移
転
に
伴
う
保
小
連
携
の
あ
り
方
に

つ
い
て
。
 

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
 

部
長
　
一
層
の
口
腔
保
健
充
実
に
努
め
る
 

保
小
連
携
の
取
り
組
み
 

教
育
長
　
つ
な
ぐ
・
つ
な
が
る
を
一
層
推
進
 

町
の
子
育
て
情
報
提
供
 

部
長
　
よ
り
良
い
情
報
提
供
を
検
討
 

町
の
安
全
・
安
心
確
保
対
策
 

部
長
　
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
本
年
度
中
に
策
定
 

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行

後
の
状
況
 

教
員
の
働
き
方
改
善
 

親
子
健
康
手
帳
の
導
入
を
。
 

母
子
健
康
手
帳
と
子
育
て
情
報
サ
イ

ト
の
リ
ン
ク
活
用
。
 

よ
り
身
近
で
わ
か
り
や
す
い
子
育
て

情
報
サ
イ
ト
の
導
入
を
。
 

虫
歯
予
防
と
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
を
。
 

現
在
の
歯
と
口
腔
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
状
況
は
。
 

公
共
施
設
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
状
況

は
。
 

想
定
最
大
外
力
を
対
象
と
し
た
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
は
。
 

住
民
目
線
の
ソ
フ
ト
対
策
の
具
体
策

は
。
 

避
難
勧
告
と
連
動
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
策
定
は
。
 

防
犯
カ
メ
ラ
の
適
正
な
設
置
と
運
用

の
取
組
み
。
 

部
活
動
負
担
軽
減
策
と
そ
の
進
捗
は
。
 

教
職
調
整
額
に
つ
い
て
の
認
識
、
周

知
は
。
 

昨
年
度
の
教
職
員
の
帰
宅
時
間
と
持

ち
帰
り
業
務
は
。
 

要
領
策
定
の
取
り
組
み
状
況
は
。
 

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
に
対
す
る

所
見
。
 

現
在
の
保
小
連
携
の
現
状
は
。
 

町
全
域
で
の
保
小
連
携
に
向
け
て
。
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櫻井 　明 議員 渡邉 憲司 議員 

（
教
育
長
）
学
校
で
は
健
康
教
育
を
、

全
体
的
に
と
ら
え
、
保
健
、
安
全
、

食
、
運
動
、
環
境
衛
生
の
５
つ
の
観
点

を
踏
ま
え
て
全
体
計
画
を
立
て
指
導
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
町
に
歯
科
衛
生
士
が
配
置
さ
れ
、
養

護
教
諭
、
学
校
栄
養
教
諭
と
校
医
さ
ん

と
連
携
し
て
、
フ
ッ
化
物
洗
口
な
ど
に

取
り
組
み
、
一
層
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
が
実
践
さ
れ
る
よ
う
な
体
制
の
整

備
に
努
め
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
地
域
を
限
定
せ
ず
面

的
に
設
置
す
る
の
で
は
設
置
密
度

が
薄
く
な
り
、
潜
在
的
犯
罪
者
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
認
知
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
と

な
り
ま
す
し
、
こ
う
し
た
場
合
に
お
い

て
は
、
設
置
効
果
は
薄
く
、
仮
に
設
置

す
る
の
で
あ
れ
ば
先
ほ
ど
述
べ
た
態
様

の
犯
罪
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
場
所
に
的

を
絞
っ
て
設
置
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
 

　
ご
指
摘
の
名
鉄
岐
南
駅
で
は
自
転
車

盗
の
犯
罪
が
年
に
数
件
発
生
し
て
お
り
、

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
よ
る
抑
止
効
果
は

一
定
程
度
期
待
で
き
る
も
の
と
推
察
さ

れ
ま
す
が
、
一
方
で
設
備
導
入
に
あ
た
り
、

初
期
投
資
費
用
の
み
な
ら
ず
、
設
置
後

の
維
持
管
理
や
更
新
に
多
額
の
経
費
が

発
生
し
ま
す
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き

ま
す
の
で
、
鉄
道
事
業
者
で
あ
り
ま
す

名
古
屋
鉄
道
に
は
、
安
全
運
航
の
責
務

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
鉄
道
利
用
者
の
安

全
確
保
や
構
内
で
の
犯
罪
抑
止
に
向
け
、

名
鉄
岐
南
駅
構
内
で
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
に
つ
い
て
は
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

（
町
長
）
ミ
ズ
ノ
へ
の
不
信
感
に
つ

な
が
っ
た
こ
と
は
厳
粛
に
受
け
止

め
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
施
設
以
外
（
上

記
②
）
で
生
じ
た
不
祥
事
の
取
扱
い
に

つ
い
て
の
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
契

約
の
根
本
で
あ
る
信
頼
関
係
に
影
響
を

及
ぼ
す
事
件
と
思
慮
し
て
い
ま
す
。
 

　
従
っ
て
、
指
定
管
理
期
間
の
継
続
に

つ
い
て
は
、
厳
格
な
対
応
の
必
要
性
も

深
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
し
か
し
、
月
平
均
３
６
５
人
の
方
が

会
員
登
録
さ
れ
、
毎
月
延
べ
１
０
０
０

人
余
の
方
々
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
従
っ
て
、
ミ
ズ
ノ
と
の
指
定
管
理
は
、

慎
重
に
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
政
策
推
進
課
長
）
町
の
監
査
委
員

に
よ
る
監
査
は
、
実
施
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
 

　
一
方
、
外
部
有
識
者
等
５
名
の
委
員

で
構
成
さ
れ
る
選
定
委
員
会
に
よ
る
評

価
過
程
で
は
、
指
定
管
理
者
か
ら
業
務

実
施
状
況
を
直
接
ご
説
明
い
た
だ
い
た

上
で
評
価
し
、
町
民
に
提
供
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
役
立
て
て
い

ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
今
年
１
月

下
旬
に
体
育
施
設
の
使
用
料
に
つ

い
て
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

羽
島
警
察
署
へ
相
談
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
５
月
１８
日
、
羽
島
警
察
署
は
、
岐
南

町
の
体
育
施
設
の
使
用
料
を
横
領
し
た

と
し
て
、
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ビ
ス

㈱
の
元
従
業
員
を
業
務
上
横
領
等
の
容

疑
で
逮
捕
し
ま
し
た
。
 

　
不
明
瞭
金
額
は
、
平
成
２５
年
度
か
ら

発
生
し
、
総
額
４
０
０
万
円
余
り
で
あ

り
ま
す
。
 

　
６
月
７
日
、
岐
阜
地
方
検
察
庁
は
、

業
務
上
横
領
の
罪
で
、
元
従
業
員
を
起

訴
し
ま
し
た
。
 

　
ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
も
、
全
容
が
解
明

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
最
終
確
定
で
は

な
い
こ
と
を
前
提
に
了
承
し
、
そ
の
金

額
は
、
す
で
に
町
に
入
金
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
の
推
移
は
、
司
法
の
判
断
に
依

る
と
こ
ろ
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 他
の
質
問
 

（
2
）Q
）
選
挙
投
票
率
U
P
策
を
 

A
）
町
議
員
選
挙
で
考
慮
し
た
い
で

す
。
 

 （
3
）Q
）
学
校
の
美
化
・
安
全
強
化
 

A
）
今
後
も
計
画
的
に
行
い
ま
す
。
 

 

岐南駅東口 

ヘルスプロモーション活動の概念図 指定管理委託施設の「総合体育館」 

料金等の収受業務委託施設の「厚八グラウンド」 

　
町
は
①
総
合
体
育
館
・
町
民
運
動
場
・

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
4
施
設
の
管
理
委
託
契

約
を
ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
と
平
成
２５
年
4
月

か
ら
平
成
３３
年
3
月
迄
締
結
し
て
い
る
。

②
別
途
、
小
・
中
学
校
や
厚
八
グ
ラ
ン
ド

の
使
用
料
の
徴
収
な
ど
の
業
務
が
委
託
さ

れ
て
い
る
。
 

　
さ
て
、
①
「
指
定
管
理
業
務
の
施
設
使

用
料
」
は
ミ
ズ
ノ
の
収
入
、
②
「
業
務
委

託
の
施
設
使
用
料
」
は
町
の
収
入
分
。
こ

の
町
収
入
の
業
務
に
お
い
て
4
0
0
万
超

の
公
金
横
領
が
発
生
し
た
。
 

　
起
訴
は
逮
捕
さ
れ
た
容
疑
者
本
人
が
認

め
て
い
る
１６
万
7
6
0
0
円
の
み
。
差
異

額
の
９５
%
は
今
後
の
捜
査
待
ち
で
あ
る
。
 

　
私
は
、
町
直
営
時
と
ミ
ズ
ノ
委
託
後
の

一
覧
を
作
成
し
た
。
利
用
者
の
増
加
に
対

し
収
入
は
減
っ
て
い
る
。
今
ま
で
に
前
年

同
期
と
の
比
較
を
一
度
で
も
行
っ
て
い
れ

ば
一
目
で
お
か
し
い
と
気
づ
い
た
は
ず
。
 

　
町
の
管
理
点
検
が
機
能
し
て
い
な
か
っ

た
。
 

　
尚
、
信
義
則
面
か
ら
ミ
ズ
ノ
続
行
は
無

理
と
考
え
る
。
 

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
 

教
育
長
　
フ
ッ
化
物
洗
口
の
実
施
検
討
 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
推
進
 

部
長
　
名
鉄
と
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
協
議
 

委
託
施
設
で
の
横
領
事
件
 

町
長
　
厳
格
に
対
応
す
る
 

今
ま
で
の
監
査
の
内
容
と
今
後
の
在

り
方
は
。
 

今
後
の
指
定
管
理
の
在
り
方
と
改
善

策
を
ど
の
様
に
お
考
え
か
。
 

横
領
事
件
の
仔
細
と
今
後
の
推
移
は
。
 

現
在
、
全
国
的
に
保
険
料
は
増
額
の

一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
岐
南
町
も
、

そ
の
例
外
で
は
な
い
。
 

　
こ
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
今
ま
で

健
全
な
運
営
に
努
力
を
さ
れ
て
き
て
い
る

事
は
理
解
し
て
い
る
が
、
保
険
の
増
加
が

岐
南
町
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
は

否
め
な
い
。
 

　
そ
こ
で
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
、

今
後
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。
健
康
に

過
ご
す
た
め
、
私
生
活
で
必
要
な
事
と
は

何
か
、
を
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
勉
強
し
日
頃

か
ら
正
し
い
食
生
活
を
植
え
付
け
る
事
や

山
県
市
が
小
学
校
で
お
こ
な
っ
て
い
る
ウ

蝕
予
防
の
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
な
ど
で
住

民
意
識
向
上
を
促
進
し
、
住
民
自
身
で
健

康
と
向
き
合
え
る
勉
強
や
講
演
を
小
学
校

低
学
年
か
ら
進
め
、
病
院
に
行
か
な
い
身

体
作
り
、
保
険
税
の
増
加
減
少
に
近
づ
く

事
が
で
き
る
の
で
、
こ
の
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ

な
い
か
。
 

各
小
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
付
け
て

も
ら
い
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
岐
南
町
全

体
で
は
犯
罪
や
事
故
も
多
く
県
下
最
下
位

で
も
あ
る
。
 

　
最
近
で
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
有
効
性
も

認
め
ら
れ
て
お
り
、
犯
人
の
背
格
好
や
顔

な
ど
も
判
別
で
き
る
事
も
あ
り
事
件
解
決

に
も
活
躍
し
て
い
る
。
 

　
そ
こ
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
犯
罪
が
多
い

岐
南
駅
周
辺
や
通
学
路
な
ど
に
設
置
し
安

心
安
全
の
町
づ
く
り
を
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
が
、
町
費
で
の
設
備
導
入
費
用
だ

け
で
な
く
、
設
置
後
の
維
持
管
理
や
更
新

に
も
多
額
の
経
費
が
か
か
る
の
で
、
駅
利

用
者
の
安
全
確
保
の
意
味
合
い
か
ら
も
駅

構
内
に
両
側
道
路
も
し
く
は
地
下
道
内
が

見
渡
せ
る
よ
う
な
位
置
に
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
鉄
道
事
業
者
で
あ
る
名
鉄
側
に
要

望
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
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櫻井 　明 議員 渡邉 憲司 議員 

（
教
育
長
）
学
校
で
は
健
康
教
育
を
、

全
体
的
に
と
ら
え
、
保
健
、
安
全
、

食
、
運
動
、
環
境
衛
生
の
５
つ
の
観
点

を
踏
ま
え
て
全
体
計
画
を
立
て
指
導
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
町
に
歯
科
衛
生
士
が
配
置
さ
れ
、
養

護
教
諭
、
学
校
栄
養
教
諭
と
校
医
さ
ん

と
連
携
し
て
、
フ
ッ
化
物
洗
口
な
ど
に

取
り
組
み
、
一
層
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
が
実
践
さ
れ
る
よ
う
な
体
制
の
整

備
に
努
め
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
地
域
を
限
定
せ
ず
面

的
に
設
置
す
る
の
で
は
設
置
密
度

が
薄
く
な
り
、
潜
在
的
犯
罪
者
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
認
知
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
と

な
り
ま
す
し
、
こ
う
し
た
場
合
に
お
い

て
は
、
設
置
効
果
は
薄
く
、
仮
に
設
置

す
る
の
で
あ
れ
ば
先
ほ
ど
述
べ
た
態
様

の
犯
罪
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
場
所
に
的

を
絞
っ
て
設
置
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
 

　
ご
指
摘
の
名
鉄
岐
南
駅
で
は
自
転
車

盗
の
犯
罪
が
年
に
数
件
発
生
し
て
お
り
、

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
よ
る
抑
止
効
果
は

一
定
程
度
期
待
で
き
る
も
の
と
推
察
さ

れ
ま
す
が
、
一
方
で
設
備
導
入
に
あ
た
り
、

初
期
投
資
費
用
の
み
な
ら
ず
、
設
置
後

の
維
持
管
理
や
更
新
に
多
額
の
経
費
が

発
生
し
ま
す
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き

ま
す
の
で
、
鉄
道
事
業
者
で
あ
り
ま
す

名
古
屋
鉄
道
に
は
、
安
全
運
航
の
責
務

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
鉄
道
利
用
者
の
安

全
確
保
や
構
内
で
の
犯
罪
抑
止
に
向
け
、

名
鉄
岐
南
駅
構
内
で
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
に
つ
い
て
は
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

（
町
長
）
ミ
ズ
ノ
へ
の
不
信
感
に
つ

な
が
っ
た
こ
と
は
厳
粛
に
受
け
止

め
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
施
設
以
外
（
上

記
②
）
で
生
じ
た
不
祥
事
の
取
扱
い
に

つ
い
て
の
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
契

約
の
根
本
で
あ
る
信
頼
関
係
に
影
響
を

及
ぼ
す
事
件
と
思
慮
し
て
い
ま
す
。
 

　
従
っ
て
、
指
定
管
理
期
間
の
継
続
に

つ
い
て
は
、
厳
格
な
対
応
の
必
要
性
も

深
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
し
か
し
、
月
平
均
３
６
５
人
の
方
が

会
員
登
録
さ
れ
、
毎
月
延
べ
１
０
０
０

人
余
の
方
々
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
従
っ
て
、
ミ
ズ
ノ
と
の
指
定
管
理
は
、

慎
重
に
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
政
策
推
進
課
長
）
町
の
監
査
委
員

に
よ
る
監
査
は
、
実
施
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
 

　
一
方
、
外
部
有
識
者
等
５
名
の
委
員

で
構
成
さ
れ
る
選
定
委
員
会
に
よ
る
評

価
過
程
で
は
、
指
定
管
理
者
か
ら
業
務

実
施
状
況
を
直
接
ご
説
明
い
た
だ
い
た

上
で
評
価
し
、
町
民
に
提
供
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
役
立
て
て
い

ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
今
年
１
月

下
旬
に
体
育
施
設
の
使
用
料
に
つ

い
て
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

羽
島
警
察
署
へ
相
談
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
５
月
１８
日
、
羽
島
警
察
署
は
、
岐
南

町
の
体
育
施
設
の
使
用
料
を
横
領
し
た

と
し
て
、
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ビ
ス

㈱
の
元
従
業
員
を
業
務
上
横
領
等
の
容

疑
で
逮
捕
し
ま
し
た
。
 

　
不
明
瞭
金
額
は
、
平
成
２５
年
度
か
ら

発
生
し
、
総
額
４
０
０
万
円
余
り
で
あ

り
ま
す
。
 

　
６
月
７
日
、
岐
阜
地
方
検
察
庁
は
、

業
務
上
横
領
の
罪
で
、
元
従
業
員
を
起

訴
し
ま
し
た
。
 

　
ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
も
、
全
容
が
解
明

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
最
終
確
定
で
は

な
い
こ
と
を
前
提
に
了
承
し
、
そ
の
金

額
は
、
す
で
に
町
に
入
金
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
の
推
移
は
、
司
法
の
判
断
に
依

る
と
こ
ろ
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 他
の
質
問
 

（
2
）Q
）
選
挙
投
票
率
U
P
策
を
 

A
）
町
議
員
選
挙
で
考
慮
し
た
い
で

す
。
 

 （
3
）Q
）
学
校
の
美
化
・
安
全
強
化
 

A
）
今
後
も
計
画
的
に
行
い
ま
す
。
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町
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総
合
体
育
館
・
町
民
運
動
場
・

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
4
施
設
の
管
理
委
託
契

約
を
ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
と
平
成
２５
年
4
月

か
ら
平
成
３３
年
3
月
迄
締
結
し
て
い
る
。

②
別
途
、
小
・
中
学
校
や
厚
八
グ
ラ
ン
ド

の
使
用
料
の
徴
収
な
ど
の
業
務
が
委
託
さ

れ
て
い
る
。
 

　
さ
て
、
①
「
指
定
管
理
業
務
の
施
設
使

用
料
」
は
ミ
ズ
ノ
の
収
入
、
②
「
業
務
委

託
の
施
設
使
用
料
」
は
町
の
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入
分
。
こ

の
町
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入
の
業
務
に
お
い
て
4
0
0
万
超

の
公
金
横
領
が
発
生
し
た
。
 

　
起
訴
は
逮
捕
さ
れ
た
容
疑
者
本
人
が
認

め
て
い
る
１６
万
7
6
0
0
円
の
み
。
差
異

額
の
９５
%
は
今
後
の
捜
査
待
ち
で
あ
る
。
 

　
私
は
、
町
直
営
時
と
ミ
ズ
ノ
委
託
後
の

一
覧
を
作
成
し
た
。
利
用
者
の
増
加
に
対

し
収
入
は
減
っ
て
い
る
。
今
ま
で
に
前
年

同
期
と
の
比
較
を
一
度
で
も
行
っ
て
い
れ

ば
一
目
で
お
か
し
い
と
気
づ
い
た
は
ず
。
 

　
町
の
管
理
点
検
が
機
能
し
て
い
な
か
っ

た
。
 

　
尚
、
信
義
則
面
か
ら
ミ
ズ
ノ
続
行
は
無

理
と
考
え
る
。
 

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
 

教
育
長
　
フ
ッ
化
物
洗
口
の
実
施
検
討
 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
推
進
 

部
長
　
名
鉄
と
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
協
議
 

委
託
施
設
で
の
横
領
事
件
 

町
長
　
厳
格
に
対
応
す
る
 

今
ま
で
の
監
査
の
内
容
と
今
後
の
在

り
方
は
。
 

今
後
の
指
定
管
理
の
在
り
方
と
改
善

策
を
ど
の
様
に
お
考
え
か
。
 

横
領
事
件
の
仔
細
と
今
後
の
推
移
は
。
 

現
在
、
全
国
的
に
保
険
料
は
増
額
の

一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
岐
南
町
も
、

そ
の
例
外
で
は
な
い
。
 

　
こ
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
今
ま
で

健
全
な
運
営
に
努
力
を
さ
れ
て
き
て
い
る

事
は
理
解
し
て
い
る
が
、
保
険
の
増
加
が

岐
南
町
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
は

否
め
な
い
。
 

　
そ
こ
で
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
、

今
後
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。
健
康
に

過
ご
す
た
め
、
私
生
活
で
必
要
な
事
と
は

何
か
、
を
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
勉
強
し
日
頃

か
ら
正
し
い
食
生
活
を
植
え
付
け
る
事
や

山
県
市
が
小
学
校
で
お
こ
な
っ
て
い
る
ウ

蝕
予
防
の
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
な
ど
で
住

民
意
識
向
上
を
促
進
し
、
住
民
自
身
で
健

康
と
向
き
合
え
る
勉
強
や
講
演
を
小
学
校

低
学
年
か
ら
進
め
、
病
院
に
行
か
な
い
身

体
作
り
、
保
険
税
の
増
加
減
少
に
近
づ
く

事
が
で
き
る
の
で
、
こ
の
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ

な
い
か
。
 

各
小
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
付
け
て

も
ら
い
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
岐
南
町
全

体
で
は
犯
罪
や
事
故
も
多
く
県
下
最
下
位

で
も
あ
る
。
 

　
最
近
で
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
有
効
性
も

認
め
ら
れ
て
お
り
、
犯
人
の
背
格
好
や
顔

な
ど
も
判
別
で
き
る
事
も
あ
り
事
件
解
決

に
も
活
躍
し
て
い
る
。
 

　
そ
こ
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
犯
罪
が
多
い

岐
南
駅
周
辺
や
通
学
路
な
ど
に
設
置
し
安

心
安
全
の
町
づ
く
り
を
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
が
、
町
費
で
の
設
備
導
入
費
用
だ

け
で
な
く
、
設
置
後
の
維
持
管
理
や
更
新

に
も
多
額
の
経
費
が
か
か
る
の
で
、
駅
利

用
者
の
安
全
確
保
の
意
味
合
い
か
ら
も
駅

構
内
に
両
側
道
路
も
し
く
は
地
下
道
内
が

見
渡
せ
る
よ
う
な
位
置
に
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
鉄
道
事
業
者
で
あ
る
名
鉄
側
に
要

望
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
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小島 英雄 議員 松　 浩二 議員 

太陽光による反射光 

（
建
設
部
長
）
道
路
網
は
各
路
線
の

有
す
る
機
能
を
明
確
化
し
、
国
道

を
交
通
の
大
量
処
理
主
要
幹
線
道
路
、

都
市
計
画
道
路
を
町
の
骨
格
及
び
近
隣

住
区
と
幹
線
道
路
を
結
ぶ
補
助
幹
線
道

路
と
位
置
づ
け
順
次
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

町
内
都
市
計
画
道
路
は
都
市
計
画
決
定

後
４０
年
以
上
経
過
し
、
社
会
経
済
情
勢

や
交
通
需
要
の
変
化
、
超
高
齢
社
会
の

到
来
に
よ
り
都
市
空
間
を
形
成
す
る
都

市
交
通
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
効
率
的
・

効
果
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
現
在
、
町
内
１
級
道

路
を
対
象
に
路
面
性
状
調
査
を
完

了
し
状
態
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
基
に
質
的
改
良
を
必
要
と
す
る
野
中
・

三
宅
地
内
に
お
い
て
舗
装
補
修
工
事
を

実
施
、
ま
た
自
治
会
か
ら
の
要
望
が
多

く
あ
り
、
確
認
作
業
に
よ
り
状
況
を
把

握
し
、
優
先
順
位
を
決
め
計
画
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
給
水
人
口
の
増
加
な

ど
に
伴
い
水
源
地
等
の
拡
張
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
人
口
減
少
・

節
水
機
器
の
普
及
に
伴
い
料
金
収
入
の

減
少
、
老
朽
化
の
更
新
費
用
負
担
な
ど

課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。
潤
沢
に
供
給

す
る
た
め
、
水
道
主
要
管
の
耐
震
化
を

す
す
め
、
東
水
源
地
の
配
水
池
に
つ
い

て
は
更
新
す
る
際
に
検
討
し
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
子
育
て
は
父
母
・
祖

父
母
・
兄
弟
・
地
域
住
民
等
た
い

へ
ん
重
要
で
す
。
岐
阜
県
が
孫
育
て
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
子
供
の
発
育

時
期
毎
に
育
児
方
法
の
違
い
な
ど
イ
ラ

ス
ト
付
で
紹
介
し
て
あ
り
利
用
し
て
い

き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
父
母
世
代
だ
け
で
な

く
孫
が
生
ま
れ
る
予
定
の
祖
父
母

世
代
や
支
援
さ
れ
る
方
々
な
ど
地
域
交

流
も
で
き
、
マ
マ
サ
ロ
ン
な
ど
多
方
面

の
講
座
に
取
り
入
れ
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
野
良
猫
の
状
況
は
犬

の
よ
う
な
登
録
な
ど
が
無
く
把
握

で
き
な
い
。
無
責
任
な
エ
サ
や
り
な
ど

広
報
に
て
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。
助

成
に
つ
い
て
は
近
隣
自
治
体
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
他
自
治
体

も
参
考
に
、
各
会
と
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
 

（
総
務
部
長
）
指
摘
の
と
お
り
設
計

者
が
、
事
前
に
太
陽
光
の
反
射
の

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
十
分
に
考
慮

し
た
設
計
を
行
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
こ

の
問
題
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が

高
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
太
陽
光
の
反

射
に
つ
い
て
は
、
法
的
な
規
制
が
な
く
、

こ
の
問
題
が
顕
在
化
し
た
の
も
こ
こ
数

年
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
影
響
に
関

し
て
の
知
識
が
設
計
に
反
映
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
設
計
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
図
面

か
ら
屋
根
の
反
射
光
の
影
響
に
つ
い
て

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
反
射
光
対
策
に
あ
た

り
、
隣
地
者
の
方
と
は
、
何
度
も

説
明
の
場
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
塗
装
工
事
の
施
行
方
法
や
工

事
後
の
結
果
に
つ
い
て
残
念
な
が
ら
ご

理
解
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
は

事
実
で
す
。
 

　
今
後
の
交
渉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

と
住
民
が
相
互
に
歩
み
寄
り
問
題
を
解

決
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
相
互
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
こ
の
事
案

が
起
き
た
背
景
に
は
、
犯
罪
を
起

こ
さ
せ
な
い
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が

ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
に
欠
け
て
お
り
、
内

部
統
制
の
面
で
管
理
体
制
の
不
備
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
町
に
お
い
て
も
不
正
を
防
止

す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
十
分
で

な
く
、
事
務
処
理
や
管
理
が
至
ら
な
か

っ
た
点
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
深
く

反
省
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

　
事
件
の
全
容
は
、
司
法
の
場
で
解
明

さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
事
務
処
理
・

管
理
監
督
す
る
立
場
と
し
て
責
任
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
今
回
の
事
件
は
収
納
委
託

契
約
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

指
定
管
理
受
託
者
で
あ
る
ミ
ズ
ノ
へ
の

不
信
感
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
厳
粛
に

受
け
止
め
て
い
ま
す
。
今
後
の
ミ
ズ
ノ

と
の
指
定
管
理
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、

慎
重
に
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

配水池の無い東水源地 

孫育てガイドブック 羽栗グラウンド 

子
育
て
の
正
し
い
知
識
を
共
有
す
る

こ
と
に
よ
り
痛
ま
し
い
事
件
が
無
く

な
り
、
家
族
間
で
も
認
識
の
ズ
レ
に
よ
る

諍
い
も
無
く
な
り
絆
づ
く
り
に
つ
な
が
る

他
自
治
体
が
活
用
す
る
祖
父
母
手
帳
が
必

要
で
は
。
 

交
通
の
便
の
良
さ
、
即
ち
道
路
に
よ

り
発
展
し
た
岐
南
町
に
お
い
て
国
道
 

２１
号
、
２２
号
、
1
5
6
号
、
県
道
、
町
道

そ
し
て
現
在
の
計
画
路
線
な
ど
、
ま
ち
の

将
来
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
整
備

し
て
い
く
の
か
。
 

水
の
無
い
生
活
は
不
便
ど
こ
ろ
で
は

な
い
が
町
民
の
生
活
を
維
持
す
る
重

要
な
水
を
潤
沢
に
供
給
し
つ
づ
け
る
た
め

の
町
内
3
箇
所
の
水
源
地
は
人
口
増
加
や

火
災
に
も
使
用
さ
れ
る
影
響
、
ま
た
老
朽

化
に
よ
る
建
て
替
え
の
費
用
な
ど
の
計
画

は
。
 

　
ま
た
東
に
配
水
地
を
設
置
す
る
考
え
は
。
 

町
道
に
お
い
て
道
路
舗
装
の
痛
み
の

状
況
を
、
舗
装
後
の
経
過
年
数
や
舗

装
方
法
、
交
通
量
の
影
響
も
含
め
、

ど
の
よ
う
に
把
握
し
改
善
し
て
い
く

の
か
。
 

ミ
ズ
ノ
が
犯
し
た
行
為
は
町
の
名
誉

を
傷
つ
け
、
損
害
を
与
え
た
。
こ
れ

は
住
民
に
対
し
て
信
用
失
墜
行
為
で
あ
り
、

従
業
員
に
対
す
る
使
用
者
責
任
を
含
め
て
、

今
後
の
指
定
管
理
委
託
を
ど
う
す
る
の
か
、

具
体
的
な
所
見
を
。
 

庁
舎
建
設
で
太
陽
光
を
反
射
さ
せ
る

建
築
塗
料
を
使
っ
た
こ
と
で
、
近
隣

の
建
物
に
眩
し
さ
や
室
内
温
度
上
昇
等
を

招
い
て
い
る
。
 

　
住
民
の
苦
情
に
対
し
て
町
は
塗
装
等
を

し
直
し
た
の
で
、
こ
の
件
は
既
に
決
着
済

み
と
回
答
を
出
し
た
よ
う
だ
。
 

　
し
か
し
、
効
果
が
な
い
と
住
民
は
納
得

し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
す
る
見
解
を
。
 

町
は
ミ
ズ
ノ
に
町
総
合
体
育
館
を
含

め
て
4
ヶ
所
の
施
設
を
委
託
し
、
小

中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
使
用
料
も
含
め

て
6
ヵ
所
の
利
用
料
を
請
け
負
わ
せ
て
い

る
。
4
0
0
万
円
程
が
使
途
不
明
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

　
町
が
利
用
料
の
集
計
表
の
定
期
的
な
チ

ェ
ッ
ク
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の
が
理
由
だ

が
、
こ
の
間
の
町
の
管
理
体
制
と
監
督
責

任
に
つ
い
て
如
何
な
る
所
見
か
。
 

庁
舎
建
設
に
お
い
て
建
物
に
お
け
る

反
射
の
使
い
方
、
反
射
が
及
ぼ
す
影

響
へ
の
配
慮
は
設
計
者
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
の
が
現
状
。
 

　
設
計
者
は
反
射
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た

設
計
手
法
を
用
い
た
の
か
疑
問
が
残
る
。
 

　
仮
に
設
計
者
が
周
辺
の
状
況
を
把
握
し
、

事
前
に
検
討
し
て
い
た
な
ら
ば
反
射
光
の

よ
う
な
問
題
は
起
き
ず
住
民
か
ら
の
苦
情

も
無
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
が
、
担
当
者

の
見
解
を
。
 

将
来
の
町
の
す
が
た
 

部
長
　
イ
ン
フ
ラ
の
計
画
的
整
備
遂
行
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
備
品
と
審
判
 

部
長
　
整
備
計
画
と
支
援
策
の
検
討
 

町
の
諸
問
題
及
び
疑
問
点
 

部
長
　
町
の
管
理
体
制
と
監
督
責
任
 

庁
舎
建
設
反
射
光
に
よ
る
苦
情
 

部
長
　
設
計
者
の
周
辺
状
況
の
検
討
 

野
良
猫
な
ど
の
対
応
は
 

部
長
　
広
報
活
動
を
勧
め
る
 

祖
父
母
手
帳
で
絆
づ
く
り
 

部
長
　
孫
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
利
用
 

孫
育
て
講
座
を
開
き
地
域
交
流
も
。
 

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
設
置
と
審
判
部
員

の
確
保
は
。
 

野
良
猫
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
た
め

避
妊
な
ど
の
費
用
助
成
は
。
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小島 英雄 議員 松　 浩二 議員 

太陽光による反射光 

（
建
設
部
長
）
道
路
網
は
各
路
線
の

有
す
る
機
能
を
明
確
化
し
、
国
道

を
交
通
の
大
量
処
理
主
要
幹
線
道
路
、

都
市
計
画
道
路
を
町
の
骨
格
及
び
近
隣

住
区
と
幹
線
道
路
を
結
ぶ
補
助
幹
線
道

路
と
位
置
づ
け
順
次
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

町
内
都
市
計
画
道
路
は
都
市
計
画
決
定

後
４０
年
以
上
経
過
し
、
社
会
経
済
情
勢

や
交
通
需
要
の
変
化
、
超
高
齢
社
会
の

到
来
に
よ
り
都
市
空
間
を
形
成
す
る
都

市
交
通
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
効
率
的
・

効
果
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
現
在
、
町
内
１
級
道

路
を
対
象
に
路
面
性
状
調
査
を
完

了
し
状
態
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
基
に
質
的
改
良
を
必
要
と
す
る
野
中
・

三
宅
地
内
に
お
い
て
舗
装
補
修
工
事
を

実
施
、
ま
た
自
治
会
か
ら
の
要
望
が
多

く
あ
り
、
確
認
作
業
に
よ
り
状
況
を
把

握
し
、
優
先
順
位
を
決
め
計
画
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
給
水
人
口
の
増
加
な

ど
に
伴
い
水
源
地
等
の
拡
張
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
人
口
減
少
・

節
水
機
器
の
普
及
に
伴
い
料
金
収
入
の

減
少
、
老
朽
化
の
更
新
費
用
負
担
な
ど

課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。
潤
沢
に
供
給

す
る
た
め
、
水
道
主
要
管
の
耐
震
化
を

す
す
め
、
東
水
源
地
の
配
水
池
に
つ
い

て
は
更
新
す
る
際
に
検
討
し
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
子
育
て
は
父
母
・
祖

父
母
・
兄
弟
・
地
域
住
民
等
た
い

へ
ん
重
要
で
す
。
岐
阜
県
が
孫
育
て
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
子
供
の
発
育

時
期
毎
に
育
児
方
法
の
違
い
な
ど
イ
ラ

ス
ト
付
で
紹
介
し
て
あ
り
利
用
し
て
い

き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
父
母
世
代
だ
け
で
な

く
孫
が
生
ま
れ
る
予
定
の
祖
父
母

世
代
や
支
援
さ
れ
る
方
々
な
ど
地
域
交

流
も
で
き
、
マ
マ
サ
ロ
ン
な
ど
多
方
面

の
講
座
に
取
り
入
れ
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
野
良
猫
の
状
況
は
犬

の
よ
う
な
登
録
な
ど
が
無
く
把
握

で
き
な
い
。
無
責
任
な
エ
サ
や
り
な
ど

広
報
に
て
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。
助

成
に
つ
い
て
は
近
隣
自
治
体
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
他
自
治
体

も
参
考
に
、
各
会
と
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
 

（
総
務
部
長
）
指
摘
の
と
お
り
設
計

者
が
、
事
前
に
太
陽
光
の
反
射
の

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
十
分
に
考
慮

し
た
設
計
を
行
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
こ

の
問
題
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が

高
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
太
陽
光
の
反

射
に
つ
い
て
は
、
法
的
な
規
制
が
な
く
、

こ
の
問
題
が
顕
在
化
し
た
の
も
こ
こ
数

年
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
影
響
に
関

し
て
の
知
識
が
設
計
に
反
映
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
設
計
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
図
面

か
ら
屋
根
の
反
射
光
の
影
響
に
つ
い
て

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
反
射
光
対
策
に
あ
た

り
、
隣
地
者
の
方
と
は
、
何
度
も

説
明
の
場
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
塗
装
工
事
の
施
行
方
法
や
工

事
後
の
結
果
に
つ
い
て
残
念
な
が
ら
ご

理
解
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
は

事
実
で
す
。
 

　
今
後
の
交
渉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

と
住
民
が
相
互
に
歩
み
寄
り
問
題
を
解

決
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
相
互
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
こ
の
事
案

が
起
き
た
背
景
に
は
、
犯
罪
を
起

こ
さ
せ
な
い
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が

ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
に
欠
け
て
お
り
、
内

部
統
制
の
面
で
管
理
体
制
の
不
備
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
町
に
お
い
て
も
不
正
を
防
止

す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
十
分
で

な
く
、
事
務
処
理
や
管
理
が
至
ら
な
か

っ
た
点
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
深
く

反
省
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

　
事
件
の
全
容
は
、
司
法
の
場
で
解
明

さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
事
務
処
理
・

管
理
監
督
す
る
立
場
と
し
て
責
任
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
今
回
の
事
件
は
収
納
委
託

契
約
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

指
定
管
理
受
託
者
で
あ
る
ミ
ズ
ノ
へ
の

不
信
感
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
厳
粛
に

受
け
止
め
て
い
ま
す
。
今
後
の
ミ
ズ
ノ

と
の
指
定
管
理
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、

慎
重
に
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

配水池の無い東水源地 

孫育てガイドブック 羽栗グラウンド 

子
育
て
の
正
し
い
知
識
を
共
有
す
る

こ
と
に
よ
り
痛
ま
し
い
事
件
が
無
く

な
り
、
家
族
間
で
も
認
識
の
ズ
レ
に
よ
る

諍
い
も
無
く
な
り
絆
づ
く
り
に
つ
な
が
る

他
自
治
体
が
活
用
す
る
祖
父
母
手
帳
が
必

要
で
は
。
 

交
通
の
便
の
良
さ
、
即
ち
道
路
に
よ

り
発
展
し
た
岐
南
町
に
お
い
て
国
道
 

２１
号
、
２２
号
、
1
5
6
号
、
県
道
、
町
道

そ
し
て
現
在
の
計
画
路
線
な
ど
、
ま
ち
の

将
来
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
整
備

し
て
い
く
の
か
。
 

水
の
無
い
生
活
は
不
便
ど
こ
ろ
で
は

な
い
が
町
民
の
生
活
を
維
持
す
る
重

要
な
水
を
潤
沢
に
供
給
し
つ
づ
け
る
た
め

の
町
内
3
箇
所
の
水
源
地
は
人
口
増
加
や

火
災
に
も
使
用
さ
れ
る
影
響
、
ま
た
老
朽

化
に
よ
る
建
て
替
え
の
費
用
な
ど
の
計
画

は
。
 

　
ま
た
東
に
配
水
地
を
設
置
す
る
考
え
は
。
 

町
道
に
お
い
て
道
路
舗
装
の
痛
み
の

状
況
を
、
舗
装
後
の
経
過
年
数
や
舗

装
方
法
、
交
通
量
の
影
響
も
含
め
、

ど
の
よ
う
に
把
握
し
改
善
し
て
い
く

の
か
。
 

ミ
ズ
ノ
が
犯
し
た
行
為
は
町
の
名
誉

を
傷
つ
け
、
損
害
を
与
え
た
。
こ
れ

は
住
民
に
対
し
て
信
用
失
墜
行
為
で
あ
り
、

従
業
員
に
対
す
る
使
用
者
責
任
を
含
め
て
、

今
後
の
指
定
管
理
委
託
を
ど
う
す
る
の
か
、

具
体
的
な
所
見
を
。
 

庁
舎
建
設
で
太
陽
光
を
反
射
さ
せ
る

建
築
塗
料
を
使
っ
た
こ
と
で
、
近
隣

の
建
物
に
眩
し
さ
や
室
内
温
度
上
昇
等
を

招
い
て
い
る
。
 

　
住
民
の
苦
情
に
対
し
て
町
は
塗
装
等
を

し
直
し
た
の
で
、
こ
の
件
は
既
に
決
着
済

み
と
回
答
を
出
し
た
よ
う
だ
。
 

　
し
か
し
、
効
果
が
な
い
と
住
民
は
納
得

し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
す
る
見
解
を
。
 

町
は
ミ
ズ
ノ
に
町
総
合
体
育
館
を
含

め
て
4
ヶ
所
の
施
設
を
委
託
し
、
小

中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
使
用
料
も
含
め

て
6
ヵ
所
の
利
用
料
を
請
け
負
わ
せ
て
い

る
。
4
0
0
万
円
程
が
使
途
不
明
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

　
町
が
利
用
料
の
集
計
表
の
定
期
的
な
チ

ェ
ッ
ク
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の
が
理
由
だ

が
、
こ
の
間
の
町
の
管
理
体
制
と
監
督
責

任
に
つ
い
て
如
何
な
る
所
見
か
。
 

庁
舎
建
設
に
お
い
て
建
物
に
お
け
る

反
射
の
使
い
方
、
反
射
が
及
ぼ
す
影

響
へ
の
配
慮
は
設
計
者
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
の
が
現
状
。
 

　
設
計
者
は
反
射
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た

設
計
手
法
を
用
い
た
の
か
疑
問
が
残
る
。
 

　
仮
に
設
計
者
が
周
辺
の
状
況
を
把
握
し
、

事
前
に
検
討
し
て
い
た
な
ら
ば
反
射
光
の

よ
う
な
問
題
は
起
き
ず
住
民
か
ら
の
苦
情

も
無
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
が
、
担
当
者

の
見
解
を
。
 

将
来
の
町
の
す
が
た
 

部
長
　
イ
ン
フ
ラ
の
計
画
的
整
備
遂
行
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
備
品
と
審
判
 

部
長
　
整
備
計
画
と
支
援
策
の
検
討
 

町
の
諸
問
題
及
び
疑
問
点
 

部
長
　
町
の
管
理
体
制
と
監
督
責
任
 

庁
舎
建
設
反
射
光
に
よ
る
苦
情
 

部
長
　
設
計
者
の
周
辺
状
況
の
検
討
 

野
良
猫
な
ど
の
対
応
は
 

部
長
　
広
報
活
動
を
勧
め
る
 

祖
父
母
手
帳
で
絆
づ
く
り
 

部
長
　
孫
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
利
用
 

孫
育
て
講
座
を
開
き
地
域
交
流
も
。
 

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
設
置
と
審
判
部
員

の
確
保
は
。
 

野
良
猫
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
た
め

避
妊
な
ど
の
費
用
助
成
は
。
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第
６１
回
羽
島
郡
町
村
議
会
議
員
総

会
が
笠
松
町
役
場
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
来
賓
に
田
中
勝
士
県
議
会
議
員
、

笠
松
町
長
、
岐
南
町
長
を
お
招
き
し
、

両
町
の
全
議
員
と
職
員
に
参
席
頂
き

ま
し
た
。
 

　
自
治
功
労
者
と
し
て
議
員
在
職
２４

年
１
名
、
２０
年
１
名
、
１２
年
１
名
の

議
員
３
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

 

　
引
き
続
き
の
議
会
講
演
は
岐
阜
さ

く
ら
の
会
会
長
川
島
和
男
氏
（
弁
護

士
）
に
よ
る
「
私
と
さ
く
ら
の
植
樹

活
動
」
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
 

 　
岐
阜
さ
く
ら
の
会
は
、
平
成
５
年

に
岐
阜
を
縦
断
し
て
い
る
名
金
線
（
名

古
屋
―
金
沢
を
結
ぶ
国
鉄
バ
ス
路
線

名
）
沿
線
に
桜
を
植
え
続
け
た
車
掌

の
佐
藤
良
二
さ
ん
の
生
涯
を
描
い
た

映
画
「
さ
く
ら
」
の
撮
影
を
契
機
に

結
成
。
 

　
以
来
２９
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、

岐
阜
県
は
も
と
よ
り
、
海
外
で
の
植

樹
活
動
は
実
に
２４
ヶ
国
３６
都
市
に
の

ぼ
る
。
 

　
会
発
足
以
降
、
植
樹
を
通
じ
環
境

保
全
と
地
域
交
流
・
国
際
交
流
の
推

進
に
取
組
ま
れ
、
川
島
氏
の
桜
へ
の

思
い
、
活
動
に
込
め
る
願
い
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 

　
今
回
の
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
テ
ー
マ

は
「
読
ま
れ
て
、
伝
わ
り
、
行
動
に
繋

が
る
議
会
広
報
誌
を
目
指
し
て
」
で
す
。
 

 「
議
会
広
報
誌
の
機
能
の
第
一
目
的
は
、

議
会
活
動
を
多
く
の
住
民
に
広
く
情
報

を
提
供
し
、
議
会
へ
の
関
心
を
高
め
て
、

住
民
と
議
会
の
架
け
橋
に
も
な
れ
る
広

報
誌
に
し
て
い
く
こ
と
。
」
と
熱
く
語

ら
れ
ま
し
た
。
 

 

目
標
と
す
べ
き
五
つ
の
点
と
は
 

①
難
し
い
議
会
の
世
界
を
わ
か
り
や
す

く
、
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
を
提
供

す
る
こ
と
。
 

②
住
民
の
意
見
を
い
か
に
組
み
入
れ
、

情
報
を
伝
え
合
い
、
心
が
通
じ
合
え

る
内
容
を
考
え
る
。
 

③
住
民
の
関
心
の
高
い
も
の
や
、
住
民

が
知
っ
て
得
し
た
り
す
る
情
報
を
掲

載
す
る
。
 

④
住
民
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
共
に

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
し
た
い
。
と

広
報
誌
を
通
じ
て
呼
掛
け
る
。
 

⑤
住
民
全
体
で
は
な
く
、
各
世
代
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
事
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
目
線
で
考
え
た

も
の
を
試
行
錯
誤
し
、
町
民
が
興
味
や

関
心
が
あ
る
も
の
、
知
っ
て
得
す
る
情

報
を
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
 

 

　
静
岡
県
長
泉
町
こ
ど
も
交
流
セ
ン
タ

ー
『
パ
ル
な
が
い
ず
み
』
を
視
察
し
ま

し
た
。
 

　
今
年
４
月
１４
日
に
オ
ー
プ
ン
。
総
面

積
８
３
３
・
２
㎡
。
そ
の
中
は
プ
レ
イ

ホ
ー
ル
、
一
時
保
育
室
、
多
目
的
室
、

相
談
室
を
２
室
、
そ
の
う
ち
一
室
を
授

乳
室
兼
用
で
す
。
基
本
的
に
プ
レ
イ
ホ

ー
ル
や
飲
食
ル
ー
ム
は
無
料
。
一
時
保

育
は
一
時
間
当
た
り
平
日
６
百
円
で
運

営
し
て
お
り
、
開
所
時
間
は
９
時
か
ら

１６
時
４５
分
で
す
。
 

　
こ
の
施
設
の
特
徴
は
乳
幼
児
か
ら
小

学
校
高
学
年
ま
で
楽
し
め
る
遊
具
が
あ

り
、
親
子
で
来
場
す
る
支
援
セ
ン
タ
ー

と
、
子
供
だ
け
で
も
来
場
で
き
る
児
童

館
の
機
能
を
併
せ
も
つ
施
設
で
す
。
仕

切
り
壁
は
設
け
ず
、
年
齢
に
応
じ
た
ゾ

ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
柔
軟
に
運
営
で
き
る

よ
う
に
計
画
し
て
い
る
事
が
素
晴
ら
し

く
感
じ
ま
し
た
。
 

 　
岐
南
町
で
も
人
が
集
ま
る
拠
点
づ
く

り
を
考
え
研
究
し
て
い
ま
す
が
、
パ
ル

な
が
い
ず
み
の
よ
う
に
子
育
て
世
代
に

優
し
く
高
齢
者
に
も
優
し
い
施
設
整
備

を
併
せ
持
つ
、
岐
南
町
独
自
の
人
が
集

ま
る
拠
点
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
模
索

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

新
し
い
岐
南
町
行
政
の
在
り
方
を
町
長

や
行
政
と
共
に
私
た
ち
議
員
も
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

 

こども交流センター 
パルながいずみ 
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　二町議員 
一堂に会す　 

　
ご
み
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
、

奈
良
県
の
斑
鳩
町
と
、
京
都
の
市
民

防
災
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。
 

　
斑
鳩
町
は
法
隆
寺
が
あ
る
歴
史
あ

る
町
で
、
今
年
の
5
月
に
「
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
」
を
し
た
町
で
す
。
 

　
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
」
と

は
、
ご
み
を
燃
や
さ
な
い
、
埋
め
立

て
な
い
町
を
目
指
す
こ
と
で
、
も
の

づ
く
り
の
段
階
か
ら
、
ご
み
を
出
さ

な
い
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

で
す
。
焼
却
ご
み
を
ゼ
ロ
に
す
る
た

め
、
生
ご
み
分
別
収
集
モ
デ
ル
事
業
、

水
切
り
バ
ケ
ツ
の
全
戸
配
付
な
ど
の

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
し
た
。
 

 　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
岐
南

町
も
同
じ
で
現
在
ご
み
焼
却
施
設
を

持
た
ず
、
他
の
地
域
で
ご
み
・
資
源

物
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
、
町
の
責

務
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
 

 

　
2
日
目
に
行
っ
た
京
都
市
市
民
防

災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
震
度
7
の
地
震

体
験
を
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
本
当

の
地
震
で
あ
っ
た
ら
と
思
う
と
身
の

縮
む
思
い
で
、
震
災
時
に
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

地震の脅威を実感できる体験室 

二重構造になっている 
生ごみ用水切りバケツ 

羽島郡正副議長視察研修（7/13～7/14） 羽島郡正副議長視察研修（7/13～7/14） 羽島郡正副議長視察研修（7/13～7/14） 

「もったいないの心」を 
世界に発信 

12年表彰の挨拶をする加藤雅浩議員 

町
村
議
会
 

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

第1日目 

子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー
 

「
パ
ル
な
が
い
ず
み
」
 

第2日目 

誰
も
が
わ
か
り
や
す
い
 

内
容
を
目
指
し
て
 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
 

児
童
館
の
機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
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第
６１
回
羽
島
郡
町
村
議
会
議
員
総

会
が
笠
松
町
役
場
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
来
賓
に
田
中
勝
士
県
議
会
議
員
、

笠
松
町
長
、
岐
南
町
長
を
お
招
き
し
、

両
町
の
全
議
員
と
職
員
に
参
席
頂
き

ま
し
た
。
 

　
自
治
功
労
者
と
し
て
議
員
在
職
２４

年
１
名
、
２０
年
１
名
、
１２
年
１
名
の

議
員
３
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

 

　
引
き
続
き
の
議
会
講
演
は
岐
阜
さ

く
ら
の
会
会
長
川
島
和
男
氏
（
弁
護

士
）
に
よ
る
「
私
と
さ
く
ら
の
植
樹

活
動
」
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
 

 　
岐
阜
さ
く
ら
の
会
は
、
平
成
５
年

に
岐
阜
を
縦
断
し
て
い
る
名
金
線
（
名

古
屋
―
金
沢
を
結
ぶ
国
鉄
バ
ス
路
線

名
）
沿
線
に
桜
を
植
え
続
け
た
車
掌

の
佐
藤
良
二
さ
ん
の
生
涯
を
描
い
た

映
画
「
さ
く
ら
」
の
撮
影
を
契
機
に

結
成
。
 

　
以
来
２９
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、

岐
阜
県
は
も
と
よ
り
、
海
外
で
の
植

樹
活
動
は
実
に
２４
ヶ
国
３６
都
市
に
の

ぼ
る
。
 

　
会
発
足
以
降
、
植
樹
を
通
じ
環
境

保
全
と
地
域
交
流
・
国
際
交
流
の
推

進
に
取
組
ま
れ
、
川
島
氏
の
桜
へ
の

思
い
、
活
動
に
込
め
る
願
い
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 

　
今
回
の
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
テ
ー
マ

は
「
読
ま
れ
て
、
伝
わ
り
、
行
動
に
繋

が
る
議
会
広
報
誌
を
目
指
し
て
」
で
す
。
 

 「
議
会
広
報
誌
の
機
能
の
第
一
目
的
は
、

議
会
活
動
を
多
く
の
住
民
に
広
く
情
報

を
提
供
し
、
議
会
へ
の
関
心
を
高
め
て
、

住
民
と
議
会
の
架
け
橋
に
も
な
れ
る
広

報
誌
に
し
て
い
く
こ
と
。
」
と
熱
く
語

ら
れ
ま
し
た
。
 

 

目
標
と
す
べ
き
五
つ
の
点
と
は
 

①
難
し
い
議
会
の
世
界
を
わ
か
り
や
す

く
、
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
を
提
供

す
る
こ
と
。
 

②
住
民
の
意
見
を
い
か
に
組
み
入
れ
、

情
報
を
伝
え
合
い
、
心
が
通
じ
合
え

る
内
容
を
考
え
る
。
 

③
住
民
の
関
心
の
高
い
も
の
や
、
住
民

が
知
っ
て
得
し
た
り
す
る
情
報
を
掲

載
す
る
。
 

④
住
民
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
共
に

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
し
た
い
。
と

広
報
誌
を
通
じ
て
呼
掛
け
る
。
 

⑤
住
民
全
体
で
は
な
く
、
各
世
代
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
事
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
目
線
で
考
え
た

も
の
を
試
行
錯
誤
し
、
町
民
が
興
味
や

関
心
が
あ
る
も
の
、
知
っ
て
得
す
る
情

報
を
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
 

 

　
静
岡
県
長
泉
町
こ
ど
も
交
流
セ
ン
タ

ー
『
パ
ル
な
が
い
ず
み
』
を
視
察
し
ま

し
た
。
 

　
今
年
４
月
１４
日
に
オ
ー
プ
ン
。
総
面

積
８
３
３
・
２
㎡
。
そ
の
中
は
プ
レ
イ

ホ
ー
ル
、
一
時
保
育
室
、
多
目
的
室
、

相
談
室
を
２
室
、
そ
の
う
ち
一
室
を
授

乳
室
兼
用
で
す
。
基
本
的
に
プ
レ
イ
ホ

ー
ル
や
飲
食
ル
ー
ム
は
無
料
。
一
時
保

育
は
一
時
間
当
た
り
平
日
６
百
円
で
運

営
し
て
お
り
、
開
所
時
間
は
９
時
か
ら

１６
時
４５
分
で
す
。
 

　
こ
の
施
設
の
特
徴
は
乳
幼
児
か
ら
小

学
校
高
学
年
ま
で
楽
し
め
る
遊
具
が
あ

り
、
親
子
で
来
場
す
る
支
援
セ
ン
タ
ー

と
、
子
供
だ
け
で
も
来
場
で
き
る
児
童

館
の
機
能
を
併
せ
も
つ
施
設
で
す
。
仕

切
り
壁
は
設
け
ず
、
年
齢
に
応
じ
た
ゾ

ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
柔
軟
に
運
営
で
き
る

よ
う
に
計
画
し
て
い
る
事
が
素
晴
ら
し

く
感
じ
ま
し
た
。
 

 　
岐
南
町
で
も
人
が
集
ま
る
拠
点
づ
く

り
を
考
え
研
究
し
て
い
ま
す
が
、
パ
ル

な
が
い
ず
み
の
よ
う
に
子
育
て
世
代
に

優
し
く
高
齢
者
に
も
優
し
い
施
設
整
備

を
併
せ
持
つ
、
岐
南
町
独
自
の
人
が
集

ま
る
拠
点
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
模
索

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

新
し
い
岐
南
町
行
政
の
在
り
方
を
町
長

や
行
政
と
共
に
私
た
ち
議
員
も
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

 

こども交流センター 
パルながいずみ 

世界各国での植樹活動について 
思いを語る川島氏 

講師は『月刊総務』編集長 
豊田 健一氏 

広報クリニックとは、他町村の議会だよりを 
参考に、広報誌の基本と編集技術を学びます。 

広報特別委員会研修（7/5～7/6） 広報特別委員会研修（7/5～7/6） 広報特別委員会研修（7/5～7/6） 羽島郡町村議会議員総会（6/23） 羽島郡町村議会議員総会（6/23） 羽島郡町村議会議員総会（6/23） 

　二町議員 
一堂に会す　 

　
ご
み
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
、

奈
良
県
の
斑
鳩
町
と
、
京
都
の
市
民

防
災
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。
 

　
斑
鳩
町
は
法
隆
寺
が
あ
る
歴
史
あ

る
町
で
、
今
年
の
5
月
に
「
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
」
を
し
た
町
で
す
。
 

　
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
」
と

は
、
ご
み
を
燃
や
さ
な
い
、
埋
め
立

て
な
い
町
を
目
指
す
こ
と
で
、
も
の

づ
く
り
の
段
階
か
ら
、
ご
み
を
出
さ

な
い
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

で
す
。
焼
却
ご
み
を
ゼ
ロ
に
す
る
た

め
、
生
ご
み
分
別
収
集
モ
デ
ル
事
業
、

水
切
り
バ
ケ
ツ
の
全
戸
配
付
な
ど
の

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
し
た
。
 

 　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
岐
南

町
も
同
じ
で
現
在
ご
み
焼
却
施
設
を

持
た
ず
、
他
の
地
域
で
ご
み
・
資
源

物
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
、
町
の
責

務
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
 

 

　
2
日
目
に
行
っ
た
京
都
市
市
民
防

災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
震
度
7
の
地
震

体
験
を
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
本
当

の
地
震
で
あ
っ
た
ら
と
思
う
と
身
の

縮
む
思
い
で
、
震
災
時
に
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

地震の脅威を実感できる体験室 

二重構造になっている 
生ごみ用水切りバケツ 

羽島郡正副議長視察研修（7/13～7/14） 羽島郡正副議長視察研修（7/13～7/14） 羽島郡正副議長視察研修（7/13～7/14） 

「もったいないの心」を 
世界に発信 

12年表彰の挨拶をする加藤雅浩議員 

町
村
議
会
 

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

第1日目 

子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー
 

「
パ
ル
な
が
い
ず
み
」
 

第2日目 

誰
も
が
わ
か
り
や
す
い
 

内
容
を
目
指
し
て
 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
 

児
童
館
の
機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
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「議会だより」の写真を 
随時募集しています！ 

特集記事：P2

今回のピックアップ（プレーパーク） 

全国コンパクトタウン議会サミット 

一般質問 

広報特別委員会研修 

P 

P 

P 

P

2 

3 

6～15 

16

・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■
ま
だ
ま
だ
、
残
暑
が
続
い
て
お
り
、
水
分
や
塩
分
補
給
を

ど
ん
な
に
し
て
い
て
も
、
体
力
低
下
は
否
め
ま
せ
ん
。
健
康

管
理
で
一
番
大
切
な
事
は
、
や
は
り
歯
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
歯
磨
き
は
、
も
ち
ろ
ん
の
事
、
歯
医
者
で
歯
垢
を
取
り

除
く
事
で
、
健
康
な
歯
で
美
味
し
い
物
を
食
べ
る
事
が
長
生

き
の
秘
訣
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 
 
 
　
　
　
　
（
渡
邉
） 

 ■「
自
分
だ
け
の
思
い
や
、
意
見
に
か
た
よ
ら
ず
、
他
を
尊

重
す
る
」
こ
と
。
 

私
た
ち
は
、
家
族
、
学
校
の
友
達
、
ま
た
、
社
会
に
出
れ
ば

職
場
の
仲
間
、
常
に
誰
か
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。
 

一
人
ひ
と
り
の
、
み
ん
な
を
思
う
優
し
さ
が
、
強
い
絆
と
団

結
力
を
育
み
ま
す
。
　
　
 
 
 
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
） 

 ■
近
年
の
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
厳
し
い
社
会
情
勢

は
、
地
方
に
お
け
る
行
財
政
の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。
一
方
行
政
に
対
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・

議
会
に
与
え
ら
れ
た
使
命
と
役
割
、
そ
れ
に
伴
う
責
任
に
お

い
て
二
大
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
べ
く
、
常
に
町
民
に
寄
り

添
い
な
が
ら
議
会
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
　
　
（
大
塚
） 

 ■
最
近
、
６５
歳
を
高
齢
者
と
す
る
こ
と
に
否
定
的
な
意
見
が

多
い
と
い
う
。
現
代
人
は
身
体
面
や
知
的
能
力
で
５
〜
１０
歳

若
返
っ
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
界
や
音
楽
業

界
に
も
、
息
の
長
い
活
躍
を
続
け
る
人
も
い
る
。
対
価
を
得

る
仕
事
に
限
ら
ず
、
地
域
活
動
に
関
わ
り
支
え
合
い
の
社
会

づ
く
り
に
貢
献
し
活
動
寿
命
を
伸
ば
し
て
い
こ
う
。
（
木
下
） 

 ■
あ
る
自
治
体
で
議
員
の
な
り
手
不
足
を
理
由
に
、
議
会
に

代
わ
る
「
住
民
総
会
」
設
置
に
向
け
検
討
を
始
め
る
こ
と
が

話
題
と
な
っ
た
。
４
年
前
の
町
議
選
が
無
投
票
だ
っ
た
こ
の

町
も
他
人
事
で
は
な
い
。
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
は
。

町
民
に
必
要
と
さ
れ
る
議
会
の
姿
と
は
。
議
員
の
な
り
手
不

足
は
、
「
参
政
権
と
自
治
」
の
問
題
で
も
あ
る
。
　
（
加
藤
） 

内 　 容  
 
 
 
 
規 格  
 
審 査  
発 表  
著 作 権  
 
 
応募方法 
 
 
 
そ の 他  
お問合せ 

応募者自身が岐南町内で撮影し
た未発表写真 
（町内行事や風景等） 
※著作権・肖像権の侵害等が生
じないものに限ります 
デジタルデータ・プリント写真
（カラー写真） 
議会広報特別委員会にて審査 
採用作品は議会だよりに掲載 
著作権は撮影者本人 
※掲載６ヶ月間は他媒体での発
表はご遠慮下さい 
Eメール・郵送・事務局に持参 
（氏名・住所・電話番号・撮影
年月日と場所・写真のコメント
等を明記のこと） 
採用者には、粗品を贈呈します 
岐南町議会事務局 
〒５０１-６１９７ 岐南町八剣７-１０７ 
蕁０５８-２４７-１６８２ 
Ｅ-ｍａｉｌ：ｇｉｋａｉ@ｔｏｗｎ.ｇｉｎａｎ.ｌｇ.ｊｐ 

委
員
長
　
　
渡
邉
　
憲
司 

副
委
員
長
　
伊
藤
　
勝
利 

委
　
員
　
　
大
塚
　
雅
司 

委
　
員
　
　
木
下
美
津
子 

委
　
員
　
　
加
藤
　
雅
浩 

○
教
職
員
の
服
務
宣
誓
式
 

○
笠
松
競
馬
場
「
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
」

落
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
 

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
総
会
 

○
消
防
団
入
退
団
式
 

○
笠
松
春
ま
つ
り
 

○
木
曽
川
右
岸
地
帯
水
防
事
務
 

組
合
議
会
臨
時
会
 

○
岐
南
カ
ッ
プ
„
２
０
１
７
“
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
 

○
商
工
会
ジ
ー
エ
ム
会
定
例
総
会
 

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
会
 

○
商
工
会
青
年
部
定
例
総
会
 

 ○
岐
阜
県
地
方
競
馬
組
合
議
会
 

臨
時
会
 

○
交
通
安
全
対
策
協
議
会
総
会
 

○
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
代
議
員
総
会
 

○
国
際
交
流
協
会
総
会
 

○
防
衛
協
会
岐
南
支
部
定
期
総
会
 

○
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
会
 

○
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
 

○
議
員
研
修
・
全
国
コ
ン
パ
ク
ト
 

タ
ウ
ン
議
会
サ
ミ
ッ
ト
（
岩
手
県
 

紫
波
町
・
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
）
 

○
羽
島
郡
総
合
体
育
大
会
 

○
岐
阜
県
東
海
北
陸
自
動
車
道
 

建
設
連
絡
協
議
会
定
期
総
会
 

○
岐
阜
羽
島
地
区
防
犯
協
会
 

連
合
会
総
会
 

○
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
 

○
商
工
会
通
常
総
代
会
 

○
議
会
運
営
委
員
会
 

全
員
協
議
会
 

○
廃
棄
物
減
量
等
推
進
協
議
会
 

○
木
曽
川
右
岸
地
帯
水
防
事
務
組
合

水
防
連
合
演
習
 

○
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
 

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会
 

○
ぎ
な
ん
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
 

 ○
第
２
回
議
会
定
例
会
 

　（
６
月
１０
日
〜
２１
日
）
 

○
県
議
長
会
臨
時
総
会
・
評
議
員
会
 

○
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会
 

○
羽
島
郡
町
村
議
会
議
員
総
会
 

○
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
 

事
業
計
画
策
定
委
員
会
 

月 
4
 月 
4
 

月 

5
 月 

5
 

月 

6
 月 

6
 

第
2
7
号
 

平
成
2
9
年
9
月
1
日
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行
／
岐
阜
県
羽
島
郡
岐
南
町
議
会
 

編
集
／
議
会
だ
よ
り
広
報
特
別
委
員
会
 

印
刷
／
株
式
会
社
イ
ナ
バ
印
刷
社
 

〒
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岐
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岐
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町
八
剣
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目
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地
 

T
E
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A
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表紙の題字 

「　　」は 
岐南中学校3年 

村瀬 　凜 さんの 
作品です 

むら せ りん 
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